
２-４.点検結果一覧表 緑字：緊急措置段階(Ⅳ)　赤字：早期措置段階(Ⅲ)　青字：予防保全段階(Ⅱ)

主桁 横桁 床版 支承

2015 2020

主桁 横桁 床版 支承

2015 2020

主桁 横桁 床版 支承

2015 2020

その他

その他

その他

主桁(鋼) 横桁(鋼) CO床版
橋脚（柱部・

梁部）
橋台胸壁 橋台竪壁 橋台翼壁 支承(鋼)

沓座
モルタル

番号 橋梁番号 橋梁名

県BMS
判定区分
(5.5～0.5)

下部工構造

3.0 4.0 4.0 4.0

3.5 2.0
前回点検

(2015)
3.5 4.0 3.5 5.0 3.0

1 408011401 八幡
ヤワタ

橋
バシ

本業務
(2020)

3.5 4.0 3.5

伸縮装置 防護柵 地覆 排水ます 排水管

橋梁諸元

2.53.0 2.0 4.0 3.5 4.0 4.0

国交省判定区分(Ⅰ～Ⅳ)

供 用 年 月 日 1980年

橋 長 43m
主桁 Ⅱ Ⅱ

路 線 名 114号線

所 在 地 上北郡東北町新舘地内 損傷状況写真

4.0

上 部 工 形 式 2径間鋼単純合成H桁橋

下 部 工 形 式 逆T式橋台、小判型壁式橋脚
床版 Ⅱ Ⅱ

基 礎 工 形 式 鋼管杭

幅 員 （ 有 効 幅 員 ） 8.2m（7.0m）

径 間 数 2径間
横桁 Ⅰ

・鋼部材に、経年的な防食機能の劣化が確認された。また、主桁端部の下フランジ、支承に橋座の土砂堆積が原因と推察される腐食が
　確認された。【支承に腐食面積の拡大(2割→5割)が確認された。(橋梁点検ハンドブック(2)P64,P66）】
・コンクリート床版に、乾燥収縮もしくは、振動・たわみの影響と推察されるひび割れから、遊離石灰の析出が確認された。
・橋脚梁部の、内部鋼材のかぶり不足箇所において、中性化によるはく離・鉄筋露出が確認された。
・沓座モルタルに、冬季の凍結融解、支承の金属膨張等による変形・欠損が確認された。
・防護柵に、経年的な防食機能の劣化、腐食及び、車両の衝突等による変形が確認された。
・排水ますに、路肩の土砂堆積による湿潤状態の継続が原因と推察される腐食が確認された。
　【新規損傷(腐食)が確認された(橋梁点検ハンドブック(2)P12、P86)】
・排水管に、経年的な防食機能の劣化、腐食が確認された。また、排水管先端部分に、板厚減少による欠損が確認された。
　【腐食による孔食が新たに確認された。(橋梁点検ハンドブック(2)P88、道路橋定期点検要領P100)】

断面図
下部工構造 Ⅱ Ⅱ

支承 Ⅱ Ⅱ

3.5 3.5 3.5

Ⅲ

橋梁健全度 Ⅱ Ⅱ

3.5 4.03.0 4.0 4.0 4.0

Ⅰ

その他

4.0 3.0

損傷状況

橋梁諸元

3.5
2 408012801 新

ニイ

舘
ダテ

橋
バシ

4.0

現地状況写真 損傷状況

排水ます 排水管橋台その他 支承(鋼)
沓座

モルタル
伸縮装置 防護柵

4.0 3.0 3.53.0 2.0 3.5

・鋼部材の板厚減少、欠損に至る原因となる腐食の進行を防止する目的から、橋座の土砂撤去、鋼部材再塗装工を実施することが望ましい。
・床版は、橋面水の供給による変状拡大が懸念されるため、劣化因子の浸入を防止する目的から、ひび割れ補修に加え床版防水工を
　施すことが望ましい。

所見等

現地状況写真

下部工構造

主桁(鋼)

1.5
本業務
(2020)

3.5

番号

所 在 地 上北郡東北町新舘地内 損傷状況写真

県BMS
判定区分
(5.5～0.5)

地覆横桁(鋼) CO床版
ﾊﾟｲﾙﾍﾞﾝﾄ橋脚
（柱部・梁部）

橋台胸壁 橋台竪壁

路 線 名 128号線

国交省判定区分(Ⅰ～Ⅳ)

4.0 4.0 1.5

Ⅲ
・橋脚柱部のひび割れは、変状拡大による耐荷力低下の恐れがあるため、早期にパイルベント橋脚の下部工補修を実施する必要がある。

所見等

支承 Ⅲ Ⅲ

その他

橋梁番号 橋梁名

前回点検
(2015)

3.5 3.5 3.0 3.0

Ⅱ

3.5

3.5 4.0 3.5 3.53.5

横桁(鋼) CO床版

床版 Ⅱ Ⅱ
下 部 工 形 式 重力式橋台、ﾊﾟｲﾙﾍﾞﾝﾄ橋台・橋脚

主桁 Ⅱ Ⅱ
幅 員 （ 有 効 幅 員 ） 4.0m（3.4m）

径 間 数 6径間
横桁 Ⅱ Ⅱ

橋台竪壁 支承(鋼)

・鋼部材に、経年的な防食機能の劣化による腐食が2割程度確認された。
・コンクリート床版に、水切りの未設置による、伝い水が原因と推察される局部的なはく離・鉄筋露出、うき及び、ひび割れから遊離石灰の
　析出が確認された。
・パイルベント橋脚に、地震の影響と推察される橋軸方向への傾斜が確認された。また、柱部に、冬季の凍結融解による縦方向ひび割れ
　及び、地震の影響と推察される横方向ひび割れが確認された。【前回点検のパイルベント橋脚柱部のひび割れに加えて、本業務から
　橋脚1基の傾斜を考慮し、健全度を下げるに至った。(道路橋定期点検要領P69,P96)】
・橋台胸壁に、伸縮部からの漏水が冬季に凍結融解したことが原因と推察されるはく離が確認された。
・橋台竪壁に、冬季の凍結融解によるはく離が確認された。【スケーリングからはく離への進行が確認された。(橋梁点検ハンドブック(2)P38)】
・支承に、経年的な防食機能の劣化、腐食が全体的に確認された。
・伸縮装置に、目地材の経年的な変色・劣化による止水性の低下が確認された。
・地覆に、冬季の凍結融解によるはく離が確認された。【スケーリングからはく離への進行が確認された。(橋梁点検ハンドブック(2)P38)】
・排水ますに、路肩の土砂堆積による湿潤状態の継続が原因と推察される腐食が確認された。

3径間連続鋼H桁橋×2

供 用 年 月 日 1971年

橋脚（柱部・
梁部）

橋台胸壁

橋 長 43m

荷 重 制 限 6t

上 部 工 形 式

Ⅲ

橋梁健全度

基 礎 工 形 式 不明
下部工構造 Ⅱ Ⅲ

断面図

3 408013501 大浦
オオウラ

橋
バシ

本業務
(2020)

3.0 3.0

沓座
モルタル

伸縮装置 防護柵 地覆 排水ます 排水管

橋梁諸元
前回点検

(2015)
3.0 3.5 3.0

2.0 5.0 1.5 3.5 4.0 2.53.0

5.0 3.53.5 3.0 4.0 3.0 2.0 5.0

番号 橋梁番号 橋梁名

県BMS
判定区分
(5.5～0.5)

主桁(鋼)

不明

幅 員 （ 有 効 幅 員 ） 4.7m（4.0m）

径 間 数 2径間
横桁

現地状況写真 損傷状況所 在 地 上北郡東北町大浦地内 損傷状況写真

上 部 工 形 式 2径間鋼単純H桁橋

国交省判定区分(Ⅰ～Ⅳ)

供 用 年 月 日 1969年

2.0 3.5 3.0 4.0

路 線 名 135号線
3.0 4.0

Ⅱ Ⅱ

その他 Ⅳ

橋梁健全度

下部工構造 Ⅱ Ⅱ
断面図

下 部 工 形 式 重力式橋台、壁式橋脚
床版 Ⅱ

橋 長 46m
主桁 Ⅱ

・コンクリート床版の張り出し部に、鉄筋の腐食を伴う著しいはく離・鉄筋露出が確認され、変状拡大や床版の耐荷力低下の恐れが
　あるため、早急に断面修復及び水切りの設置、地覆と床版の継目補修を実施する必要がある。

所見等

・鋼部材に、経年的な防食機能の劣化による腐食が2割程度確認された。
　【横桁に防食機能の劣化(点錆面積の拡大(5割→全体))が確認された。(橋梁点検ハンドブック(2)P12)】
・コンクリート床版に、地覆と床版の施工継目に浸入した伝い水が冬季に凍結融解したことが原因と推察される著しいはく離・鉄筋露出が確認
　された。【凍害の進行はないが、腐食量が増大しているため、健全度を下げるに至った。(橋梁点検ハンドブック(2)P38)】
・橋脚梁部に、乾燥収縮によるひび割れ、橋台胸壁に、内部鋼材のかぶり不足箇所において、中性化によるはく離・鉄筋露出が確認された。
・防護柵に、経年的な防食機能の劣化による腐食が全体的に確認された。また笠木に、板厚減少による局部的な欠損及び、車両の衝突等
　による変形が確認された。【腐食による断面欠損が新たに確認された。(橋梁点検ハンドブック(2)P12～16)】
・地覆に、冬季の凍結融解によるはく離・鉄筋露出が確認された。【新規損傷(はく離・鉄筋露出)が確認された。(橋梁点検ハンドブック(2)P38)】
・排水ますに、路肩の土砂堆積による湿潤状態の継続が原因と推察される腐食が確認された。
　【新規損傷（腐食)が確認された。(橋梁点検ハンドブック(2)P86)】
・排水管に、経年的な防食機能の劣化による腐食が全体的に確認された。また、排水管先端部分に、板厚減少による欠損が確認された。
　【腐食による孔食が新たに確認された。(橋梁点検ハンドブック(2)P88、道路橋定期点検要領P100)】

Ⅲ

Ⅱ

Ⅱ Ⅲ

支承

Ⅱ Ⅱ

基 礎 工 形 式

下部工構造

点検年

部材

6300950 950

9
0
0

2
5
0

600 3500 3500 600

8200

端部 中間部 分配

主桁(腐食)：3.5(Ⅱ)

床版(遊離石灰の析出)：3.5(Ⅱ)

橋脚梁部(はく離・鉄筋露出)：3.0(Ⅱ)

支承(腐食)：3.0(Ⅱ)

側面全景

正面全景

点検年

部材

主桁(腐食)：3.5(Ⅱ)

床版(はく離・鉄筋露出)：3.0(Ⅱ)

橋脚柱部(ひび割れ)：2.0(Ⅲ)

支承(腐食)：1.5(Ⅲ)

側面全景

正面全景

点検年

部材

主桁(腐食)：3.0(Ⅱ)

床版(はく離・鉄筋露出)：2.0(Ⅲ)

橋台胸壁(はく離・鉄筋露出)：3.0(Ⅱ)

支承(腐食)：3.0(Ⅱ)

側面全景

正面全景

2300850 850

10
0

300 1700 1700 300

4000

45
0

端部 中間部

23001200 1200

350

1
00

2000 3502000

4700

端部 中間部

※【　】内は変状の新規・進展に関する記載



２-４.点検結果一覧表 緑字：緊急措置段階(Ⅳ)　赤字：早期措置段階(Ⅲ)　青字：予防保全段階(Ⅱ)

主桁 横桁 床版 支承

2015 2020

主桁 横桁 床版 支承

2020

主桁 横桁 床版 支承

2015 2020

その他

その他

21m
主桁 Ⅰ Ⅰ

408013801 川去
カワサリ

橋
バシ

本業務
(2020)

4.0

橋梁番号 橋梁名

主桁(鋼) 横桁(鋼) CO床版 橋台胸壁

4.0 4.0

路 線 名 138号線

4

番号

所 在 地 上北郡東北町大浦地内

幅 員 （ 有 効 幅 員 ） 6.2m（5m）

4.0 4.0

4.0 4.0 4.0 5.0 5.0 5.0

その他

径 間 数

5.0 5.0 4.04.0 4.0 5.0

落橋防止
装置

沓座
モルタル

伸縮装置 防護柵橋台胸壁 橋台竪壁 橋台翼壁 支承（ゴム） 地覆 排水ます

県BMS
判定区分
(5.5～0.5)

不明

防護柵 地覆 排水ます橋台翼壁 支承(鋼) 伸縮装置

橋梁諸元
前回点検

(2015)
4.0

断面図

所見等

Ⅰ

・鋼部材に、経年的な防食機能の劣化、腐食が確認された。
・コンクリート床版に、冬季の凍結融解によるはく離、乾燥収縮によるひび割れが局部的に確認された。
・排水ますに、路肩の土砂堆積による湿潤状態の継続が原因と推察される腐食が確認された。
  【新規損傷(腐食)が確認された。(橋梁点検ハンドブック(2)P12、P86)】

横桁 Ⅰ Ⅰ

5.0 4.0 5.0 5.05.0 5.0 5.0

下 部 工 形 式 逆T式橋台、逆T式小判型橋脚
床版 Ⅰ

基 礎 工 形 式 鋼管杭基礎

6.2m（5.0m）

径 間 数 2径間
横桁 Ⅰ

上 部 工 形 式 ﾎﾟｽﾄﾃﾝｼｮﾝ方式PC2径間連結バルブT桁

主桁 Ⅰ
幅 員 （ 有 効 幅 員 ）

7m（6.5m）
横桁 Ⅰ Ⅰ

径 間 数 4径間

所 在 地 ( 至 ) 上北郡東北町上野地内

供 用 年 月 日 2005年
主桁 Ⅰ Ⅰ

路 線 名 218号線

所 在 地 ( 自 ) 上北郡東北町上北北三丁目

橋 長 195m

幅 員 （ 有 効 幅 員 ）

5.0 4.0 5.0

現地状況写真 損傷状況

5.0 4.0 5.0 4.5 4.05.0

地覆 排水ます

4.0

沓座
モルタル

4.0

排水管

Ⅰ

・前回点検(2015年)と同様に損傷は軽微であるため経過観察とし、今後も点検、維持管理を実施することが望ましい。
橋梁健全度 Ⅰ Ⅰ

下部工構造 Ⅰ Ⅰ

支承 Ⅰ

4.04.0

断面図

所見等
その他

現地状況写真 損傷状況 損傷状況写真 国交省判定区分(Ⅰ～Ⅳ)

5.0 4.0

下 部 工 形 式 逆T式橋台
床版 Ⅰ Ⅰ

基 礎 工 形 式

1径間

上 部 工 形 式 鋼単純H桁橋

供 用 年 月 日 1989年

橋 長

5 408014701 徳
トク

万歳
マンザイ

橋
バシ

(新設橋梁) 本業務
(2020)

4.0 4.0

番号 橋梁番号 橋梁名

県BMS
判定区分
(5.5～0.5)

下部工構造

主桁(PC) 横桁(PC) CO床版 橋脚柱部

路 線 名 147号線

橋梁諸元
前回点検

(2015)

4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 5.0

排水管

その他

・新設橋梁であるため、本業務(2020年)が第1回点検である。点検の結果、損傷は確認されなかったため経過観察とし、今後も点検、維持管理
を
　実施することが望ましい。 橋梁健全度

現地状況写真 損傷状況 損傷状況写真 国交省判定区分(Ⅰ～Ⅳ)

・本業務(2020年)において、損傷は確認されなかった。

Ⅰ

Ⅰ

下部工構造 Ⅰ

支承 Ⅰ

供 用 年 月 日 2015年

橋 長 68m

所 在 地 上北郡東北町大浦地内

6 408021801 上
カミ

天
テン

橋
ハシ

本業務
(2020)

4.5

番号 橋梁番号 橋梁名

県BMS
判定区分
(5.5～0.5)

下部工構造

主桁(鋼) 横桁(鋼) CO床版
橋脚（柱部・

梁部）
排水管支承(ゴム)

落橋防止
装置

沓座
モルタル

台座
コンクリート

上 部 工 形 式 鋼4径間連続2主I桁橋

橋台胸壁 橋台竪壁 橋台翼壁

4.0

伸縮装置

橋梁諸元
前回点検

(2015)
4.5 5.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

5.0 5.04.0 4.0 4.0 4.0 5.0 4.0

防護柵

床版

損傷状況写真 国交省判定区分(Ⅰ～Ⅳ)

4.0 5.0 5.0 4.0 5.0 5.0

支承 Ⅰ Ⅰ

下部工構造 Ⅰ Ⅰ

Ⅰ Ⅰ

・主桁(耐候性鋼材)に、局部的(軽微)な腐食が確認された。
・防護柵に、車両の衝突等による擦り傷が原因と推察される防食機能の劣化が確認された。
  【新規損傷(防食機能の劣化)が確認された。(橋梁点検ハンドブック(2)P12)】

Ⅰ

・前回点検(2015年)と同様に損傷は軽微であるため経過観察とし、今後も点検、維持管理を実施することが望ましい。
橋梁健全度 Ⅰ Ⅰ

不明

基 礎 工 形 式 不明

断面図

所見等
その他

下 部 工 形 式

下部工構造

点検年

部材

主桁(腐食)：4.0(Ⅰ)

床版(はく離)：4.0(Ⅰ)

橋台竪壁：潜・進(Ⅰ)

支承(腐食)：4.0(Ⅰ)

側面全景

正面全景

点検年

部材

主桁：潜・進(Ⅰ)

床版：潜・進(Ⅰ)

橋脚柱部：潜・進(Ⅰ)

支承：潜伏期(Ⅰ)

側面全景

正面全景

点検年

部材

主桁(腐食)：4.5(Ⅰ)

床版(遊離石灰の析出)：4.0(Ⅰ)

橋脚梁部(ひび割れ)：4.0(Ⅰ)

支承：潜伏期(Ⅰ)

側面全景

正面全景
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※【　】内は変状の新規・進展に関する記載



２-４.点検結果一覧表 緑字：緊急措置段階(Ⅳ)　赤字：早期措置段階(Ⅲ)　青字：予防保全段階(Ⅱ)

主桁 横桁 床版 支承

2015 2020

主桁 横桁 床版

2015 2020

床版 支承

2015 2020

その他

その他

その他

7 408036801 大筋
オオスジ

橋
バシ

本業務
(2020)

4.0 4.0 4.0 4.0

防護柵 地覆 排水管主桁(PC) 横桁(PC) CO床版
橋脚（柱部・

梁部）
橋台胸壁 橋台竪壁 橋台翼壁 支承(ゴム)

沓座
モルタル

橋梁番号 橋梁名

県BMS
判定区分
(5.5～0.5)

下部工構造

4.0 4.0 4.0

4.0

番号

5.0 4.0

橋梁諸元
前回点検

(2015)
4.0 4.0 4.0 4.0

4.0 3.0 5.0 3.5 4.0 5.0

伸縮装置

損傷状況写真 国交省判定区分(Ⅰ～Ⅳ)

供 用 年 月 日 1986年

・主桁端部と端横桁の境界部から、遊離石灰の析出が確認された。また、主桁の内部鋼材のかぶり不足箇所において、中性化によるはく離・
　鉄筋露出が確認された。
・横桁に乾燥収縮による軽微なひび割れが確認された。
・コンクリート床版に、冬季の凍結融解によるはく離が局部的に確認された。
・橋台竪壁に、漏水等が冬季に凍結融解したことが原因と推察される角部のうき、はく離が確認された。
・支承に、経年的な変色・劣化が確認された。
・沓座モルタルに、伸縮部からの漏水等が冬季に凍結融解したことが原因と推察される変形・欠損が確認された。
  【沓座モルタルに、損傷の拡大(ひび割れ→ひび割れの一部ブロック化)が確認された。(橋梁点検ハンドブック(2)P52、P114(㉓-3変形・欠損)】
・防護柵に、経年的な防食機能の劣化及び、車両の衝突等による変形が確認された。
  【防護柵に、損傷の拡大(上塗りの消失→発錆面積2割程度)が確認された。(橋梁点検ハンドブック(2)P18)】
・地覆に、冬季の凍結融解によるはく離・鉄筋露出が確認された。

橋 長 31m
主桁 Ⅰ

路 線 名 368号線

所 在 地 上北郡東北町大浦地内 現地状況写真 損傷状況

4.0 5.04.0 4.0 4.0 4.0

下部工構造 Ⅰ Ⅰ
断面図

下 部 工 形 式 逆T式橋台、小判型張出式橋脚
床版 Ⅰ Ⅰ

基 礎 工 形 式 鋼管杭

Ⅰ
幅 員 （ 有 効 幅 員 ） 8.2m（7m）

径 間 数 2径間
横桁 Ⅰ Ⅰ

上 部 工 形 式 2径間PCﾌﾟﾚﾃﾝｼｮﾝ単純T桁

Ⅰ

番号 橋梁番号 橋梁名

県BMS
判定区分
(5.5～0.5)

主桁(RC) 横桁(RC)

支承 Ⅰ Ⅰ

所見等
その他 Ⅱ

・前回点検(2015年)と同様に損傷は軽微であるため経過観察とし、今後も点検、維持管理を実施することが望ましい。
橋梁健全度 Ⅰ

8 408040901 第
ダイ

2花
ハナ

向
ムカイ

橋
バシ

本業務
(2020)

2.5 3.0 3.0

CO床版 橋台胸壁 橋台竪壁 伸縮装置 地覆

橋梁諸元
前回点検

(2015)
3.5 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0

3.0 3.0 3.0 3.0

所 在 地 ( 至 ) 上北郡東北町旭北四丁目

・コンクリート部材に、内部鋼材のかぶり不足箇所において、中性化によるはく離・鉄筋露出が0.1m²以上の範囲で確認された。
  【主桁に、損傷の拡大(腐食量が大きく、局部的なはく離・鉄筋露出)が確認された。(橋梁点検ハンドブック(2)P34)】
・橋台全体に、伸縮部からの漏水が冬季に凍結融解したことが原因と推察されるはく離が確認された。
　橋台竪壁下面に、河川の流水が原因と推察される変形・欠損が確認された。
・伸縮装置に、経年劣化及び、地震の影響と推察される伸縮目地材の欠損、脱落が確認された。
・地覆に、冬季の凍結融解によるはく離・鉄筋露出が確認された。

供 用 年 月 日 1957年

径 間 数 1径間

上 部 工 形 式 RC桁橋

所 在 地 ( 自 ) 上北郡東北町旭北二丁目 現地状況写真 損傷状況 損傷状況写真 国交省判定区分(Ⅰ～Ⅳ)

路 線 名 409号線
3.0

床版 Ⅱ Ⅱ
下 部 工 形 式 不明

基 礎 工 形 式 不明
下部工構造 Ⅱ Ⅱ

主桁 Ⅱ Ⅲ
橋 長 11m

幅 員 （ 有 効 幅 員 ） 4.2m（3.6m）
横桁 Ⅱ

橋梁健全度 Ⅱ Ⅲ

番号 橋梁番号 橋梁名

県BMS
判定区分
(5.5～0.5)

断面図

支承

所見等
その他 Ⅱ

・コンクリート部材に鉄筋の腐食を伴う著しいはく離・鉄筋露出が確認され、劣化因子の浸入による変状拡大の恐れがあるため、早期に
　断面修復及び、表面処理工を実施する必要がある。

5.0
9 408041001 花

ハナ

切
キリ

橋
バシ

(新設橋梁) 本業務
(2020)

5.0

沓座
モルタル

伸縮装置 防護柵 地覆 排水ます 排水管鋼床版 橋脚柱部 橋台胸壁 橋台竪壁 橋台翼壁 支承（ゴム）

橋梁諸元
前回点検

(2015)

5.0 5.0 4.0 5.0 5.04.0 4.0 4.0 4.0 5.0

供 用 年 月 日 2015年

・本業務(2020年)において、損傷は確認されなかった。

橋 長 61m

上 部 工 形 式 2径間連続中空合成床版橋

下 部 工 形 式 逆T式橋台、小判型壁式橋脚

路 線 名 410号線

所 在 地 上北郡東北町上野地内 現地状況写真 損傷状況 損傷状況写真 国交省判定区分(Ⅰ～Ⅳ)

床版 Ⅰ
基 礎 工 形 式 杭基礎

下部工構造 Ⅰ

主桁
幅 員 （ 有 効 幅 員 ） 8.2m（7m）

径 間 数 2径間
横桁

Ⅰ

断面図

支承 Ⅰ

所見等
その他 Ⅰ

・新設橋梁であるため、本業務(2020年)が第1回点検である。点検の結果、損傷は確認されなかったため経過観察とし、今後も点検、維持管理
を
　実施することが望ましい。 橋梁健全度

下部工構造

下部工構造

点検年

部材

主桁(遊離石灰の析出)：4.0(Ⅰ)

床版(はく離)：4.0(Ⅰ)

橋台竪壁(うき、はく離)：4.0(Ⅰ)

支承(変色・劣化)：4.0(Ⅰ)

側面全景

正面全景

点検年

部材

主桁(はく離・鉄筋露出)：2.5(Ⅲ)

床版(はく離・鉄筋露出)：3.0(Ⅱ)

橋台竪壁(はく離、欠損)：3.0(Ⅱ)側面全景

正面全景

点検年

部材

鋼床版：潜伏期(Ⅰ)

橋台竪壁：潜・進(Ⅰ)

支承：潜伏期(Ⅰ)

側面全景

正面全景
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支承：無し

主桁：無し

※【　】内は変状の新規・進展に関する記載



２-４.点検結果一覧表 緑字：緊急措置段階(Ⅳ)　赤字：早期措置段階(Ⅲ)　青字：予防保全段階(Ⅱ)

主桁 横桁 床版 支承

2015 2020

主桁 横桁 床版 支承

2015 2020

主桁 横桁 床版 支承

2015 2020

その他

その他

その他

下部工構造

下部工構造

沓座
モルタル

台座
コンクリート

伸縮装置 防護柵 地覆 縁石鋼床版 橋台胸壁 橋台竪壁 橋台翼壁 支承（ゴム）
落橋防止

装置

4.0 5.0 5.0

橋台翼壁 支承（鋼）
沓座

モルタル
防護柵 地覆 排水ます

0.53.0 3.5

番号 橋梁番号 橋梁名

県BMS
判定区分
(5.5～0.5)

主桁(鋼)

10 408041002 湖畔
コハン

橋
バシ

本業務
(2020)

5.0 5.0

縁石 排水ます 排水管支承（ゴム）
落橋防止

装置
沓座

モルタル
伸縮装置

高欄・
防護柵

地覆横桁(鋼) 下横構 対傾構 CO床版 橋脚柱部
橋台(胸壁・
竪壁・翼壁)

5.0 5.0

橋梁諸元
前回点検

(2015)
5.0 5.0 4.0 5.0 3.5

4.0 5.05.0 3.0 4.0 4.0 4.0 4.04.0 5.0 3.0 4.0 4.0 5.0

損傷状況写真 国交省判定区分(Ⅰ～Ⅳ)

供 用 年 月 日 2000年

・コンクリート床版の歩道部において乾燥収縮もしくは、振動・たわみの影響と推察されるひび割れから、遊離石灰の析出が確認された。
  【損傷の拡大(歩道部5割→歩道部全体)が確認された。(橋梁点検ハンドブック(2)P34、道路橋定期点検要領P66、P72)】
・橋台、橋脚に、乾燥収縮によるひび割れが確認された。
・沓座モルタルに、冬季の凍結融解等による変形・欠損が確認された。
  【新規損傷(ひび割れのブロック化)が確認された。(橋梁点検ハンドブック(2)P52、P114(㉓-3変形・欠損))】
・伸縮装置に、経年的な腐食が確認された。【新規損傷(腐食)が確認された。(橋梁点検ハンドブック(2)P12)】
・地覆側面に、伝い水が原因と推察されるひび割れから遊離石灰の析出が確認された。
・高欄に、車両の衝突等による変形が確認された。
・排水ますに、路肩の土砂堆積による湿潤状態の継続が原因と推察される腐食が確認された。
  【新規損傷(腐食)が確認された。(橋梁点検ハンドブック(2)P12)】

橋 長 188m
主桁 Ⅰ

路 線 名 410号線

所 在 地 上北郡東北町上野地内 現地状況写真 損傷状況

4.0 4.0 4.0 5.0 5.04.0 4.0 5.0 5.0

下部工構造 Ⅰ Ⅰ
断面図

下 部 工 形 式 逆T式橋台、小判型壁式橋脚
床版 Ⅱ Ⅱ

基 礎 工 形 式 不明

Ⅰ
幅 員 （ 有 効 幅 員 ） 8.5m（7.5m）

径 間 数 4径間
横桁 Ⅰ Ⅰ

上 部 工 形 式 4径間連続鋼I桁橋

Ⅱ

番号 橋梁番号 橋梁名

県BMS
判定区分
(5.5～0.5)

主桁(鋼) 横桁(鋼)

支承 Ⅰ Ⅰ

所見等
その他 Ⅰ

・床版は、橋面水の供給による変状拡大が懸念されるため、劣化因子の浸入を防止する目的から、ひび割れ補修工に加え床版防水工を
  施すことが望ましい。 橋梁健全度 Ⅱ

11 408043702 沼崎本村跨線橋
ヌマザキモトムラコセンキョウ

本業務
(2020)

5.0 5.0 4.5

添架物

橋梁諸元
前回点検

(2015)
5.0 5.0 4.5 4.5 4.5 4.0

4.0 4.0 5.0 3.0 4.0 5.04.5 4.5 4.0 5.0 5.0 5.0

所 在 地 ( 至 ) 上北郡東北町大浦地内

・鋼床版(耐候性鋼材)に、経年的な防食機能の劣化が全体的に確認された。
・橋台胸壁に、乾燥収縮によるひび割れが確認された。
・橋台竪壁に、遊離石灰の析出が確認された。
・橋台翼壁に、冬季の凍結融解による軽微なスケーリングが確認された。
・地覆側面、下面に、伝い水が原因と推察される腐食、防食機能の劣化が確認された。
　【新規損傷(腐食、防食機能の劣化)が確認された。(橋梁点検ハンドブック(2)P18、道路橋定期点検要領P53)】
・伸縮装置に、経年的な腐食が確認された。
  【新規損傷(軽微な腐食)が確認された。(橋梁点検ハンドブック(2)P12)】
・舗装(橋台背面)に路面のはく離による段差が確認された。

供 用 年 月 日 2003年

径 間 数 1径間

上 部 工 形 式 鋼床版I桁橋

所 在 地 ( 自 ) 上北郡東北町上野地内 現地状況写真 損傷状況 損傷状況写真 国交省判定区分(Ⅰ～Ⅳ)

路 線 名 437号線
5.0 4.0 5.05.0 5.0 5.0

床版 Ⅰ Ⅰ
下 部 工 形 式 不明

基 礎 工 形 式 不明
下部工構造 Ⅰ Ⅰ

主桁 Ⅰ Ⅰ
橋 長 32m

幅 員 （ 有 効 幅 員 ） 10m（9m）
横桁 Ⅰ Ⅰ

橋梁健全度 Ⅰ Ⅰ

番号 橋梁番号 橋梁名

県BMS
判定区分
(5.5～0.5)

断面図

支承 Ⅰ Ⅰ

所見等
その他 Ⅱ

・前回点検(2015年)と同様に損傷は軽微であるため経過観察とするが、路面に段差が確認されているため、舗装の打替えを行うことが望まし
い。

3.5
12 408053501 小川原

オガワラ

通
トオリ

跨線橋
コセンキョウ

本業務
(2020)

1.0

排水管 添架物主桁(鋼) 横桁(鋼) 縦桁（鋼） CO床版 橋台胸壁 橋台竪壁

2.5 3.5 2.5 1.0 3.0

橋梁諸元
前回点検

(2015)
2.5 3.0 3.5 3.0

5.02.5 1.0 3.0 3.5 3.53.0 3.0 2.5

供 用 年 月 日 1967年
・鋼部材に、経年的な防食機能の劣化による腐食が確認された。特に主桁には、腐食の進行による板厚減少、断面欠損、ウェブの欠食が
  確認された。【損傷の拡大(錆→板厚減少1/2)が確認された。(橋梁点検ハンドブック(2)P12～14、道路橋定期点検要領P55)】
・床版に、床版ひび割れ(二方向)からの遊離石灰の析出が確認された。また、内部鋼材のかぶり不足箇所において、中性化によるはく離・鉄筋露出が確認され
た。
・橋台胸壁側面に、内部鋼材のかぶり不足箇所において、中性化による軽微なはく離・鉄筋露出が確認された。
・橋台竪壁に、乾燥収縮によるひび割れからの遊離石灰、水の析出が確認された。
・橋台翼壁上面に、浸入した雨水の冬季の凍結融解による、はく離が確認された。
・支承に、経年的な防食機能の劣化による腐食が確認された。
・沓座モルタルに、冬期の凍結融解や支承の金属膨張等による変形・欠損が確認された。
・防護柵に、経年的な防食機能の劣化による腐食、車両の衝突等による変形・欠損が確認された。
・地覆に、浸入した雨水の冬季の凍結融解によるスケーリング、はく離が確認された。
・排水管に、経年的な防食機能の劣化による腐食が確認された。また、腐食に進行による管の欠食が確認された。
　【損傷の拡大(錆→板厚減少1/2)が確認された。(橋梁点検ハンドブック(2)P88、道路橋定期点検要領P100)】

橋 長 15m

上 部 工 形 式 下路形式鋼H桁橋

下 部 工 形 式 不明

路 線 名 535号線

所 在 地 上北郡東北町大浦地内 現地状況写真 損傷状況 損傷状況写真 国交省判定区分(Ⅰ～Ⅳ)

3.5 3.5 3.0 5.03.0

床版 Ⅱ Ⅱ
基 礎 工 形 式 不明

下部工構造 Ⅲ Ⅲ

主桁 Ⅲ Ⅳ
幅 員 （ 有 効 幅 員 ） 5.73m（5.03m）

径 間 数 1径間
横桁 Ⅱ Ⅱ

Ⅲ Ⅳ

断面図

支承 Ⅲ Ⅲ

所見等
その他 Ⅳ

・主桁ウェブ部、垂直補剛材に、腐食の進行による板厚減少、断面欠損が確認され、輪荷重の繰り返しや地震などの大きな外力の作用によっ
て
　崩壊する恐れがあるため、補修を行うまでの期間、緊急に荷重制限の措置を実施する必要がある。 橋梁健全度

下部工構造

点検年

部材

主桁：潜伏期(Ⅰ)

床版(遊離石灰の析出)：3.0(Ⅱ)

橋脚梁部(はく離・鉄筋露出)：4.0(Ⅰ)

支承：潜伏期(Ⅰ)

側面全景

正面全景

点検年

部材

主桁：潜伏期(Ⅰ)

床版(防食機能の劣化)：4.5(Ⅰ)

橋台胸壁(ひび割れ)：4.5(Ⅰ)

支承：潜伏期(Ⅰ)

側面全景

正面全景

点検年

部材

主桁(腐食)：1.0(Ⅳ)

床版(遊離石灰の析出)：3.0(Ⅱ)

橋台竪壁(ひび割れからの滲出)：2.5(Ⅲ)

支承(腐食)：2.5(Ⅲ)

側面全景

正面全景

5800 13501350
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端部 対傾構

500 6000 2500 500

10000
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0

端部中間部

350 2515 2515 350

5730

480 3@1593=4779 480

※【　】内は変状の新規・進展に関する記載



２-４.点検結果一覧表 緑字：緊急措置段階(Ⅳ)　赤字：早期措置段階(Ⅲ)　青字：予防保全段階(Ⅱ)

主桁 横桁 床版 支承

2015 2020

主桁 下部工構造 床版

2015 2020

主桁 横桁 床版 支承

2015 2020

その他

その他

その他下部工構造
番号 橋梁番号 橋梁名

県BMS
判定区分
(5.5～0.5)

主桁(鋼)

13 408053502 小川原
オガワラ

通
トオリ

歩道橋
ホドウキョウ

本業務
(2020)

4.5 4.5

沓座
モルタル

伸縮装置 防護柵横桁(鋼) 端下横構 鋼床版 橋台胸壁 橋台竪壁 支承（ゴム）

5.0

橋梁諸元
前回点検

(2015)
4.5 4.5 4.5 5.0 4.0

4.0 5.04.5 5.0 4.0 4.0 5.0 5.0

損傷状況写真 国交省判定区分(Ⅰ～Ⅳ)

供 用 年 月 日 1999年

・鋼部材に、経年的な防食機能の劣化が確認された。
・橋台胸壁に、乾燥収縮によるひび割れが確認された。
・橋台竪壁に、伸縮部からの漏水、土砂堆積が確認された。
・伸縮装置に、経年的な変色・劣化が確認された。

橋 長 24m
主桁 Ⅰ

路 線 名 535号線

所 在 地 上北郡東北町大浦地内 現地状況写真 損傷状況

4.0 5.0 5.0 4.0

下部工構造 Ⅰ Ⅰ
断面図

下 部 工 形 式 枕梁式橋台
床版 Ⅰ Ⅰ

基 礎 工 形 式 杭基礎

Ⅰ
幅 員 （ 有 効 幅 員 ） 2.5m（2m）

径 間 数 1径間
横桁 Ⅰ Ⅰ

上 部 工 形 式 単純鋼鈑桁橋

Ⅰ

番号 橋梁番号 橋梁名

県BMS
判定区分
(5.5～0.5)

ラーメン
主構(桁)

ラーメン
主構(脚)

支承 Ⅰ Ⅰ

所見等
その他 Ⅰ

・前回点検(2015年)と同様に損傷は軽微であるため経過観察とし、今後も点検、維持管理を実施することが望ましい。
橋梁健全度 Ⅰ

14 408053503 大沢
オオサワ

こ道橋
ドウキョウ

本業務
(2020)

4.0 4.0 4.0

CO床版 防護柵 地覆 排水管 添架物

橋梁諸元
前回点検

(2015)
4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 5.0

4.0 4.0 5.0 5.0

供 用 年 月 日 2011年

・本業務(2020年)において、損傷は確認されなかった。

橋 長 65m

上 部 工 形 式 PC斜材付π型ラーメン橋

下 部 工 形 式 不明

所 在 地 上北郡東北町大浦地内 現地状況写真 損傷状況 損傷状況写真 国交省判定区分(Ⅰ～Ⅳ)

路 線 名 535号線
5.0

床版 Ⅰ Ⅰ
基 礎 工 形 式 鋼管杭

下部工構造 Ⅰ Ⅰ

主桁 Ⅰ
幅 員 （ 有 効 幅 員 ） 8m（7m）

径 間 数 3径間
横桁

橋梁健全度 Ⅰ Ⅰ

番号 橋梁番号 橋梁名

県BMS
判定区分
(5.5～0.5)

下部工構造

断面図

支承

所見等
その他 Ⅰ

・前回点検(2015年)と同様に損傷が確認されなかったため経過観察とし、今後も点検、維持管理を実施することが望ましい。

4.0
15 408055001 新山橋

ニイヤマバシ

本業務
(2020)

3.0

排水管橋台翼壁 支承(ゴム)
沓座

モルタル
伸縮装置 防護柵 地覆主桁(PC) 横桁(PC) CO床版

橋脚（柱部・
梁部）

橋台胸壁 橋台竪壁

4.0 4.0 4.0 5.0 3.0

橋梁諸元
前回点検

(2015)
4.0 4.0 3.0 4.0

4.0 5.0 3.0 4.0 4.0 5.04.0 3.0 4.0 4.0 4.0

供 用 年 月 日 1985年

・主桁端部に、伸縮部から浸入した漏水が原因と推察される、PC鋼材定着部の腐食と定着部付近のはく離が確認された。
  【新規損傷(はく離、定着部の異常)が確認された。(橋梁点検ハンドブック(2)P56、P100、P114(⑱定着部の異常))】
・コンクリート床版に、内部鋼材のかぶり不足箇所において、中性化によるはく離・鉄筋露出が局部的に確認された。
・伸縮装置に、車両の通行等によるフェイスプレートの変形・欠損が確認された。
・防護柵に、経年的な防食機能の劣化、車両の衝突等による変形・欠損が確認された。

橋 長 33m

上 部 工 形 式 2径間PCﾌﾟﾚﾃﾝｼｮﾝ単純T桁

下 部 工 形 式 逆T式橋台、小判型張出式橋脚

路 線 名 550号線

所 在 地 上北郡東北町大浦地内 現地状況写真 損傷状況 損傷状況写真 国交省判定区分(Ⅰ～Ⅳ)

4.0 4.0 5.04.0

床版 Ⅱ Ⅱ
基 礎 工 形 式 鋼管杭

下部工構造 Ⅰ Ⅰ

主桁 Ⅰ Ⅱ
幅 員 （ 有 効 幅 員 ） 8.2m（7m）

径 間 数 2径間
横桁 Ⅰ Ⅰ

Ⅱ Ⅱ

断面図

支承 Ⅰ Ⅰ

所見等
その他 Ⅱ

・主桁端部のPC鋼材は、劣化因子の浸入による変状拡大が懸念されるため、伸縮装置からの漏水を遮断し、防錆処理、断面修復工を
　実施した上で今後、新規損傷が確認されるか進行性を経過観察することが望ましい。【追跡調査】 橋梁健全度

点検年

部材

主桁(防食機能の劣化)：4.5(Ⅰ)

床版：潜伏期(Ⅰ)

橋台胸壁(ひび割れ)：4.0(Ⅰ)

支承：潜伏期(Ⅰ)

側面全景

正面全景

点検年

部材

ラーメン主構(桁)：潜・進(Ⅰ)

床版：潜・進(Ⅰ)

ラーメン主構(脚)：潜・進(Ⅰ)側面全景

正面全景

点検年

部材

主桁(はく離、定着部の異常)：3.0(Ⅱ)

床版(はく離・鉄筋露出)：3.0(Ⅱ)

橋台竪壁：潜・進(Ⅰ)

支承(変色・劣化)：4.0(Ⅰ)

側面全景

正面全景
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支承：無し

※【　】内は変状の新規・進展に関する記載



２-４.点検結果一覧表 緑字：緊急措置段階(Ⅳ)　赤字：早期措置段階(Ⅲ)　青字：予防保全段階(Ⅱ)

主桁 支承

2020

主桁 床版 支承

2015 2020

主桁 床版 支承

2015 2020

下部工構造 その他

その他

その他下部工構造

下部工構造

番号 橋梁番号 橋梁名

県BMS
判定区分
(5.5～0.5)

主桁（PC)

16 408100301 寒水
ヒヤミズ

橋
バシ

(新設橋梁) 本業務
(2020)

5.0 4.0

地覆 排水ます 排水管橋台胸壁 橋台竪壁 橋台翼壁 支承（ゴム） 伸縮装置 防護柵

橋梁諸元
前回点検

(2015)

5.0 5.04.0 4.0 5.0 5.0 5.0 4.0

損傷状況写真 国交省判定区分(Ⅰ～Ⅳ)

供 用 年 月 日 2017年

・本業務(2020年)において、損傷は確認されなかった。

橋 長 18m
主桁

路 線 名 外蛯沢・輝ヶ丘線

所 在 地 上北郡東北町保戸沢道橋ノ上地内 現地状況写真 損傷状況

下部工構造 Ⅰ
断面図

下 部 工 形 式 逆T式橋台
床版

基 礎 工 形 式 鋼管杭φ600

Ⅰ
幅 員 （ 有 効 幅 員 ） 9.3m（8.1m）

径 間 数 1径間
横桁 Ⅰ

上 部 工 形 式 ﾌﾟﾚﾃﾝｼｮﾝ方式PC単純中空床版

Ⅰ

番号 橋梁番号 橋梁名

県BMS
判定区分
(5.5～0.5)

主桁(PC) CO床版

支承 Ⅰ

所見等
その他 Ⅰ

・新設橋梁であるため、本業務(2020年)が第1回点検である。点検の結果、損傷は確認されなかったため経過観察とし、今後も点検、維持管理
を
　実施することが望ましい。 橋梁健全度

17 408100801 小川橋
コガワバシ

本業務
(2020)

4.0 4.0 4.0

地覆 排水ます 排水管橋台胸壁 橋台竪壁 支承(ゴム)
沓座

モルタル
伸縮装置 防護柵

5.0 5.0

橋梁諸元
前回点検

(2015)
4.0 4.0 4.0 4.0 5.0 5.0

5.0 5.04.0 5.0 5.0 5.0 5.0 4.0

所 在 地 ( 至 ) 上北郡東北町落合地内

・本業務(2020年)において、損傷は確認されなかった。

供 用 年 月 日 2008年

径 間 数 1径間

上 部 工 形 式 ﾌﾟﾚﾃﾝｼｮﾝ方式PC単純床版

所 在 地 ( 自 ) 上北郡東北町坂ノ下地内 現地状況写真 損傷状況 損傷状況写真 国交省判定区分(Ⅰ～Ⅳ)

路 線 名 保戸沢・浜台線
5.0 5.0 4.0

床版 Ⅰ Ⅰ
下 部 工 形 式 逆T式橋台

基 礎 工 形 式 杭基礎
下部工構造 Ⅰ Ⅰ

主桁 Ⅰ Ⅰ
橋 長 18m

幅 員 （ 有 効 幅 員 ） 8.2m（7m）
横桁

橋梁健全度 Ⅰ Ⅰ

番号 橋梁番号 橋梁名

県BMS
判定区分
(5.5～0.5)

断面図

支承 Ⅰ Ⅰ

所見等
その他 Ⅰ

・前回点検(2015年)と同様に損傷は確認されなかったため経過観察とし、今後も点検、維持管理を実施することが望ましい。

4.0
18 408100802 大川橋

オオカワバシ

本業務
(2020)

3.5

防護柵 地覆主桁(PC) CO床版 橋台胸壁 橋台竪壁
橋台その他
(ﾊﾟｲﾙﾍﾞﾝﾄ)

支承(ゴム)

5.0 4.0 3.5

橋梁諸元
前回点検

(2015)
3.5 4.0 4.0 3.5

3.54.0 4.0 3.0 3.5 5.0

所 在 地 ( 至 ) 上北郡東北町滝沢尻地内

・主桁に、凍害による横桁ダイヤフラム部のスケーリングが確認された。また、間詰め部からの遊離石灰の析出が全体的に確認された。
・橋台竪壁に、伸縮部からの漏水が冬季に凍結融解したことが原因と推察される著しいはく離及び、亀甲状のひび割れから、遊離石灰の析出
が
  確認された。【凍害によるはく離、遊離石灰の析出が新たに確認された。(橋梁点検ハンドブック(2)P38、道路橋定期点検要領P66)】
・橋台その他（ﾊﾟｲﾙﾍﾞﾝﾄ）に、冬季の凍結融解による縦方向ひび割れから、遊離石灰の析出が確認された。
・地覆に、冬季の凍結融解によるスケーリングと鉄筋露出が確認された。

供 用 年 月 日 1976年

径 間 数 1径間

上 部 工 形 式 PC単純床版橋

路 線 名 保戸沢・浜台線

所 在 地 ( 自 ) 上北郡東北町落合地内 現地状況写真 損傷状況 損傷状況写真 国交省判定区分(Ⅰ～Ⅳ)

3.5

床版 Ⅰ Ⅰ
下 部 工 形 式 ﾊﾟｲﾙﾍﾞﾝﾄ橋台

基 礎 工 形 式 不明
下部工構造 Ⅱ Ⅱ

主桁 Ⅱ Ⅱ
橋 長 18m

幅 員 （ 有 効 幅 員 ） 6.5m（5.5m）
横桁

Ⅱ Ⅱ

断面図

支承 Ⅰ Ⅰ

所見等
その他 Ⅱ

・主桁は、橋面水の供給による変状拡大が懸念されるため、中性化や凍害を防止する目的から、床版防水工を施すことが望ましい。
・橋台竪壁は、劣化因子の浸入により変状拡大の懸念があるため、ひび割れ補修に加え断面修復工を実施することが望ましい。 橋梁健全度

点検年

部材

主桁：潜・進(Ⅰ)

支承：潜伏期(Ⅰ)

橋台竪壁：潜・進(Ⅰ)側面全景

正面全景

点検年

部材

主桁：潜・進(Ⅰ)

床版：潜・進(Ⅰ)

橋台竪壁：潜・進(Ⅰ)

支承：潜伏期(Ⅰ)

側面全景

正面全景

点検年

部材

主桁(はく離)：3.5(Ⅱ)

床版：潜・進(Ⅰ)

橋台竪壁(はく離・鉄筋露出)：3.0(Ⅱ)

支承(支承の機能障害)：3.0(Ⅱ)

側面全景

正面全景
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床版：無し

※【　】内は変状の新規・進展に関する記載



２-４.点検結果一覧表 緑字：緊急措置段階(Ⅳ)　赤字：早期措置段階(Ⅲ)　青字：予防保全段階(Ⅱ)

主桁 下部工構造

2015 2020

主桁 横桁 床版 支承

2015 2020

主桁 横桁 床版 支承

2015 2020

その他

その他

その他

番号 橋梁番号 橋梁名

県BMS
判定区分
(5.5～0.5)

主桁(PC)

19 408100803 浜台橋
ハマダイバシ

本業務
(2020)

3.5 3.0

添架物橋台竪壁 伸縮装置 防護柵 地覆 排水ます 排水管

橋梁諸元
前回点検

(2015)
3.5 3.0 3.5 2.5 3.5

3.5 2.5 3.5 3.0 4.0 3.0

損傷状況写真 国交省判定区分(Ⅰ～Ⅳ)

所 在 地 ( 至 ) 上北郡東北町沼添左ノ平地内

・主桁間の隙間から、遊離石灰の析出が確認された。
・橋台竪壁に、伸縮部からの漏水によるひび割れ、遊離石灰の析出が確認された。
・防護柵に、経年的な防食機能の劣化、腐食が確認された。また、板厚減少による変形・欠損が確認された。

供 用 年 月 日 1981年
主桁 Ⅱ

路 線 名 保戸沢・浜台線

所 在 地 ( 自 ) 上北郡東北町保戸沢地内 現地状況写真 損傷状況

3.0 4.0 3.0

下部工構造 Ⅱ Ⅱ
断面図

上 部 工 形 式 PCﾌﾟﾚﾃﾝ中空床版橋
床版

下 部 工 形 式 不明

Ⅱ
橋 長 8m

幅 員 （ 有 効 幅 員 ） 8.6m（7.6m）
横桁

径 間 数 1径間

Ⅱ

番号 橋梁番号 橋梁名

県BMS
判定区分
(5.5～0.5)

下部工構造

主桁(PC) 横桁(PC)

支承

所見等
その他 Ⅲ

・主桁は、橋面水の供給による変状拡大が懸念されるため、中性化や凍害を防止する目的から、床版防水工を施すことが望ましい。
・防護柵の変形・欠損は、腐食の進行による変状拡大が懸念されるため、変形部の部分取替に加え、鋼部材再塗装工を実施することが
  望ましい。 橋梁健全度 Ⅱ

20 408101001 土
ド

場
バ

川
ガワ

橋
バシ

本業務
(2020)

3.0 3.0 2.5

添架物
沓座

モルタル
伸縮装置 防護柵 地覆 排水ます 排水管CO床版

橋脚（柱部・
梁部）

橋台胸壁 橋台竪壁 橋台翼壁 支承(ゴム)

2.5 4.0 4.0

橋梁諸元
前回点検

(2015)
3.0 3.0 2.5 3.5 4.0 3.5

2.5 3.5 3.0 5.0 2.5 3.53.0 4.0 3.5 4.0 3.5 2.0

所 在 地 ( 至 ) 上北郡東北町土場地内
・主桁に、乾燥収縮によるひび割れから遊離石灰の析出が確認された。
・主桁と横桁の内部鋼材のかぶり不足箇所において、中性化によるはく離・鉄筋露出が確認された。
・コンクリート床版と横桁の境界部から遊離石灰の析出が確認された。
・橋脚に、滞水や内部鋼材のかぶり不足箇所において、中性化によるはく離・鉄筋露出が確認された。
  【新規損傷(はく離・鉄筋露出)が確認された。(橋梁点検ハンドブック(2)P34】
・橋台竪壁に、乾燥収縮によるひび割れが確認された。
・沓座モルタルに、冬季の凍結融解等による変形・欠損が確認された。また、支承に、経年的な変色・劣化が確認された。
・防護柵に、経年的な防食機能の劣化、腐食、車両の衝突等による変形・欠損が確認された。
  【損傷の拡大(局部的な腐食→全体的な防食機能の劣化、腐食)が確認された。(橋梁点検ハンドブック(2)P12～15)】
・地覆下面に、内部鋼材のかぶり不足箇所において、中性化によるはく離・鉄筋露出が確認された。（前回点検：床版）
  【新規損傷(全体的なはく離・鉄筋露出)が確認された。(橋梁点検ハンドブック(2)P34】
・排水管に、経年的な防食機能の劣化、腐食が確認された。また、排水管先端部分に、板厚減少による欠損が確認された。
・添架物に、経年的な腐食、雪の堆積等による変形・欠損が確認された。【新規損傷(変形)が確認された。(橋梁点検ハンドブック(2)P102】

供 用 年 月 日 1981年

径 間 数 2径間

上 部 工 形 式 2径間単純PCT桁橋

所 在 地 ( 自 ) 上北郡東北町坂ノ下地内 現地状況写真 損傷状況 損傷状況写真 国交省判定区分(Ⅰ～Ⅳ)

路 線 名 保戸沢・蒼前線
5.0 2.5 5.04.0 3.5 2.0

床版 Ⅲ Ⅱ
下 部 工 形 式 逆T式橋台、壁式橋脚

基 礎 工 形 式 鋼管杭
下部工構造 Ⅱ Ⅱ

主桁 Ⅱ Ⅱ
橋 長 47m

幅 員 （ 有 効 幅 員 ） 9.2m（8m）
横桁 Ⅰ Ⅱ

橋梁健全度 Ⅱ Ⅱ

番号 橋梁番号 橋梁名

県BMS
判定区分
(5.5～0.5)

下部工構造

断面図

支承 Ⅱ Ⅱ

所見等
その他 Ⅲ

・橋体工(CO)の施工継目は、橋面水の供給による変状拡大が懸念されるため、劣化因子の浸入を防止する目的から、床版防水工を施すこと
が
　望ましい。

4.0
21 408101302 水尻橋

ミズシリバシ

本業務
(2020)

4.0

地覆 縁石 排水ます 排水管橋台翼壁 支承(ゴム)
沓座

モルタル
伸縮装置 高欄 防護柵主桁(PC) 横桁(PC) CO床版

橋脚（柱部・
梁部）

橋台胸壁 橋台竪壁

4.0 4.0 4.0 5.0 3.5

橋梁諸元
前回点検

(2015)
4.0 4.0 4.0 3.5

3.5 4.0 1.04.0 5.0 3.5 4.5 4.0 3.54.0 4.0 3.5 4.0 4.0

供 用 年 月 日 1990年

・コンクリート床版と横桁の境界部から、遊離石灰の析出が確認された。
・橋脚梁部に、伸縮部からの漏水と乾燥収縮によるひび割れから遊離石灰の析出が確認された。
・防護柵に、経年的な防食機能の劣化、車両の衝突等による変形が確認された。【新規損傷(変形)が確認された。
　(橋梁点検ハンドブック(2)P12～15)】
・伸縮装置に、車両の通行等によるフェイスゴムの変色・劣化が確認された。
・地覆と縁石に、冬季の凍結融解によるはく離が確認された。【地覆に新規損傷(はく離)、縁石に損傷の拡大(はく離の拡がり)が確認された。
　(橋梁点検ハンドブック(2)P38)】
・排水管に、ボルト・ナットの脱落による排水管本体の脱落が確認された。

橋 長 46m

上 部 工 形 式 2径間ﾎﾟｽﾄﾃﾝｼｮﾝ方式単純PCT桁橋

下 部 工 形 式 逆T式橋台、小判型張出式橋脚

路 線 名 外蛯沢・甲地線

所 在 地 上北郡東北町土場川地内 現地状況写真 損傷状況 損傷状況写真 国交省判定区分(Ⅰ～Ⅳ)

4.5 4.5 4.0 4.0 4.0 1.04.0

床版 Ⅰ Ⅰ
基 礎 工 形 式 杭基礎

下部工構造 Ⅱ Ⅱ

主桁 Ⅰ Ⅰ
幅 員 （ 有 効 幅 員 ） 10.75m（9.75m）

径 間 数 2径間
横桁 Ⅰ Ⅰ

Ⅰ Ⅱ

断面図

支承 Ⅰ Ⅰ

所見等
その他 Ⅳ

・橋脚梁部は、漏水による変状拡大が懸念されるため、劣化因子の浸入を防止する目的から、ひび割れ補修に加え、伸縮装置補修工を
  実施することが望ましい。
・排水管の脱落は、コンクリート部材への水掛かりの原因となるため、排水管補修工を実施することが望ましい。 橋梁健全度

点検年

部材

主桁(遊離石灰の析出)：3.5(Ⅱ) 橋台竪壁(遊離石灰の析出)：3.0(Ⅱ)側面全景

正面全景

点検年

部材

主桁(遊離石灰の析出)：3.0(Ⅱ)

床版(遊離石灰の析出)：3.0(Ⅱ)

橋脚柱部(はく離・鉄筋露出)：3.0(Ⅱ)

支承(変色・劣化)：3.5(Ⅱ)

側面全景

正面全景

点検年

部材

主桁(はく離)：4.0(Ⅰ)

床版(遊離石灰の析出)：4.0(Ⅰ)

橋脚梁部(遊離石灰の析出)：3.5(Ⅱ)

支承(変色・劣化)：4.0(Ⅰ)

側面全景

正面全景
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※【　】内は変状の新規・進展に関する記載



２-４.点検結果一覧表 緑字：緊急措置段階(Ⅳ)　赤字：早期措置段階(Ⅲ)　青字：予防保全段階(Ⅱ)

主桁 横桁 床版 支承

2015 2020

主桁 下部工構造

2015 2020

主桁 床版 下部工構造

2015 2020

その他

その他

その他下部工構造
番号 橋梁番号 橋梁名

県BMS
判定区分
(5.5～0.5)

主桁(鋼)

22 408101601 公園橋
コウエンバシ

本業務
(2020)

3.5 3.5

添架物
沓座

モルタル
伸縮装置 防護柵 地覆 排水ます 排水管横桁(鋼) CO床版

橋脚（柱部・
梁部）

橋台胸壁 橋台竪壁 支承（鋼）

1.5 3.0

橋梁諸元
前回点検

(2015)
3.5 3.5 3.0 3.0 4.0

3.5 1.5 1.0 4.0 1.0 4.03.0 3.0 4.0 4.0 3.0 2.0

損傷状況写真 国交省判定区分(Ⅰ～Ⅳ)

所 在 地 ( 至 ) 上北郡東北町北膳前地内
・鋼部材に、経年的な防食機能の劣化、支承の腐食が確認された。
・コンクリート床版に、輪荷重の繰返し作用による床版ひび割れ（二方向）からの遊離石灰の析出が確認された。
　また、内部鋼材のかぶり不足箇所において、中性化によるはく離・鉄筋露出が確認された。
・橋脚梁部に、内部鋼材のかぶり不足箇所において、中性化によるはく離・鉄筋露出が確認された。
・沓座モルタルに、冬季の凍結融解、支承の金属膨張等による変形・欠損が確認された。【新規損傷(沓座モルタルの一部欠落)が確認された。
  (橋梁点検ハンドブック(2)P52、114(㉓-3変形・欠損)】
・伸縮装置に、経年的な腐食、車両の通行等による路面の段差が確認された。【損傷の拡大(伸縮装置周辺の舗装が削られたことによる段差の
  増加)が確認された。(橋梁点検ハンドブック(2)P12、P80)】
・防護柵に、経年的な防食機能の劣化、腐食、車両の衝突や腐食の進行等による欠損が確認された。
・地覆の支柱建込部に、冬季の凍結融解による著しいはく離・鉄筋露出が確認された。【地覆に損傷の拡大(状態：1、拡がり：小→状態：3、
  拡がり：大)が確認された。(橋梁点検ハンドブック(2)P38)】
・排水管に、経年的な防食機能の劣化、腐食が確認された。また、排水管の一部に板厚減少による欠損が確認された。
・排水ますは欠損箇所の補修が実施済み。

供 用 年 月 日 1973年
主桁 Ⅱ

路 線 名 乙供停車場・明美線

所 在 地 ( 自 ) 上北郡東北町膳前地内 現地状況写真 損傷状況

3.5 1.0 4.04.0 3.0 5.0 4.0

基 礎 工 形 式 鋼管杭
下部工構造 Ⅱ Ⅱ

断面図

上 部 工 形 式 2径間鋼単純H桁橋
床版 Ⅱ Ⅱ

下 部 工 形 式 重力式橋台、壁式橋脚

Ⅱ
橋 長 39m

幅 員 （ 有 効 幅 員 ） 6.3m（5.5m）
横桁 Ⅱ Ⅱ

径 間 数 2径間

Ⅱ

番号 橋梁番号 橋梁名

県BMS
判定区分
(5.5～0.5)

主桁(PC) 橋台竪壁

支承 Ⅱ Ⅱ

所見等
その他 Ⅳ

・床版ひび割れ(二方向)は、変状拡大が懸念されるため、抜け落ち等を防止する目的から、床版の部分打替えを実施することが望ましい。
・床版は、橋面水の供給による変状拡大が懸念されるため、劣化因子の浸入を防止する目的から、ひび割れ補修に加え、床版防水工を
  施すことが望ましい。 橋梁健全度 Ⅱ

23 408200501 上
カミ

清水
シミズ

目
メ

橋
バシ

本業務
(2020)

4.0 3.5 3.5

防護柵 地覆 排水ます 排水管

橋梁諸元
前回点検

(2015)
4.0 3.5 4.0 3.5 3.0 3.0

3.5 3.0 3.0

所 在 地 ( 至 ) 上北郡東北町塞ノ神地内

・主桁角部に、冬季の凍結融解による軽微なはく離が確認された。
・橋台竪壁に、伸縮部からの漏水及び、乾燥収縮によるひび割れから遊離石灰の析出が確認された。
・防護柵に、経年的な防食機能の劣化、腐食が確認された。また、車両の衝突等による変形が確認された。【新規損傷(変形)が確認された。】
・地覆に、冬季の凍結融解によるはく離が確認された。

供 用 年 月 日 1980年

径 間 数 1径間

上 部 工 形 式 PCﾌﾟﾚﾃﾝ中空床版橋

所 在 地 ( 自 ) 上北郡東北町上清水目地内 現地状況写真 損傷状況 損傷状況写真 国交省判定区分(Ⅰ～Ⅳ)

路 線 名 上清水目・宇道坂線

床版
下 部 工 形 式 不明

基 礎 工 形 式 不明
下部工構造 Ⅱ Ⅱ

主桁 Ⅰ Ⅰ
橋 長 8m

幅 員 （ 有 効 幅 員 ） 6.6m（6m）
横桁

橋梁健全度 Ⅱ Ⅱ

番号 橋梁番号 橋梁名

県BMS
判定区分
(5.5～0.5)

断面図

支承

所見等
その他 Ⅱ

・橋台竪壁は、漏水による変状拡大が懸念されるため、劣化因子の浸入を防止する目的から、ひび割れ補修に加え、伸縮装置補修工を
  実施することが望ましい。

24 408200502 上
カミ

清水
シミズ

目
メ

橋
バシ

側
ソク

歩道橋
ホドウキョウ

本業務
(2020)

3.5

主桁(RC) CO床版 橋台竪壁 防護柵 地覆

橋梁諸元
前回点検

(2015)
3.5 4.0 3.5 5.0

4.0 3.5 4.0 4.0

所 在 地 ( 至 ) 上北郡東北町塞ノ神地内

・主桁間の継目から橋面水の影響と推察される、漏水が確認された。(上面の舗装にも目地開き有)
・橋台竪壁に、伸縮部からの漏水が確認された。また、冬季の凍結融解によるはく離が確認された。
・防護柵に、経年的な防食機能の劣化、車両の衝突等による変形が確認された。【新規損傷(防食機能の劣化、変形)が確認された。
  (橋梁点検ハンドブック(2)P12)】
・地覆に、冬季の凍結融解による角部のはく離が確認された。

供 用 年 月 日 1985年

径 間 数 1径間

上 部 工 形 式 RC桁橋

路 線 名 上清水目・宇道坂線

所 在 地 ( 自 ) 上北郡東北町上清水目地内 現地状況写真 損傷状況 損傷状況写真 国交省判定区分(Ⅰ～Ⅳ)

4.0

床版 Ⅰ Ⅰ
下 部 工 形 式 不明

基 礎 工 形 式 不明
下部工構造 Ⅱ Ⅱ

主桁 Ⅱ Ⅱ
橋 長 9m

幅 員 （ 有 効 幅 員 ） 2m（1.8m）
横桁

Ⅱ Ⅱ

断面図

支承

所見等
その他 Ⅰ

・主桁部の漏水は、劣化因子の浸入や変状発生の原因となりうるため、間詰コンクリートの打設及び、床版防水工を施すことが望ましい。
・橋台竪壁は、漏水による変状拡大が懸念されるため、劣化因子の浸入を防止する目的から、ひび割れ補修に加え、伸縮装置補修工を
  実施することが望ましい。 橋梁健全度

点検年

部材

主桁(防食機能の劣化)：3.5(Ⅱ)

床版(遊離石灰の析出)：3.0(Ⅱ)

橋脚梁部(はく離・鉄筋露出)：3.0(Ⅱ)

支承(腐食)：3.0(Ⅱ)

側面全景

正面全景

点検年

部材

主桁(はく離)：4.0(Ⅰ)

床版：無し

橋台竪壁(ひび割れ)：3.5(Ⅱ)

支承：無し

側面全景

正面全景

点検年

部材

主桁(漏水・滞水)：3.5(Ⅱ)

床版(はく離)：4.0(Ⅰ)

橋台竪壁(はく離)：3.5(Ⅱ)

支承：無し

側面全景

正面全景
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※【　】内は変状の新規・進展に関する記載



２-４.点検結果一覧表 緑字：緊急措置段階(Ⅳ)　赤字：早期措置段階(Ⅲ)　青字：予防保全段階(Ⅱ)

主桁 下部工構造

2015 2020

主桁 下部工構造

2015 2020

主桁 横桁 床版 支承

2015 2020

所 在 地 ( 至 ) 上北郡東北町萠出道ノ下地内

供 用 年 月 日 1973年

径 間 数

その他

その他

その他

・主桁と地覆の境界部及び、間詰コンクリートから遊離石灰の析出が確認された。
・橋台竪壁の打継不良による、打継目からの遊離石灰の析出が橋台全幅に確認された。
・防護柵に、経年的な防食機能の劣化、腐食が確認された。また、車両の衝突等による変形・欠損が確認された。
  【損傷の拡大(腐食量の増加(2割→5割))が確認された。(橋梁点検ハンドブック(2)P12～16)】
・地覆側面に、冬季の凍結融解によるはく離が確認された。

下部工構造

番号 橋梁番号 橋梁名

県BMS
判定区分
(5.5～0.5)

主桁(PC)

25 408201001 切
キリ

左
サ

坂
ザカ

橋
バシ

本業務
(2020)

4.0 4.0

橋台竪壁 伸縮装置 防護柵 地覆 排水ます 排水管

橋梁諸元
前回点検

(2015)
4.0 4.0 3.5 4.0 4.0

3.5 3.5 4.0 3.5 3.5

損傷状況写真 国交省判定区分(Ⅰ～Ⅳ)

所 在 地 ( 至 ) 上北郡東北町萠出道ノ下地内

・伸縮部の伸縮目地材に、車両の通行等による変形・欠損が確認された。
・防護柵に、経年的な防食機能の劣化及び、車両の衝突等による変形・欠損が確認された。
  【新規損傷(防食機能の劣化)が確認された。(橋梁点検ハンドブック(2)P12～16)】
・地覆に、冬季の凍結融解による角部のはく離・鉄筋露出が確認された。

供 用 年 月 日 1983年
主桁 Ⅰ

路 線 名 乙部・萠出線

所 在 地 ( 自 ) 上北郡東北町乙部道ノ上地内 現地状況写真 損傷状況

3.5 3.5

基 礎 工 形 式 不明
下部工構造 Ⅰ Ⅰ

断面図

上 部 工 形 式 PCﾌﾟﾚﾃﾝ中空床版橋
床版

下 部 工 形 式 不明

Ⅰ
橋 長 10m

幅 員 （ 有 効 幅 員 ） 7.2m（6.2m）
横桁

径 間 数 1径間

Ⅰ

番号 橋梁番号 橋梁名

県BMS
判定区分
(5.5～0.5)

主桁(PC) 橋台竪壁

支承

所見等
その他 Ⅱ

・前回点検(2015年)と同様に損傷は軽微であるため経過観察とし、今後も点検、維持管理を実施することが望ましい。
橋梁健全度 Ⅰ

26 408201002 萠出橋
モダシハシ

本業務
(2020)

4.0 2.5 2.5

防護柵 地覆 排水ます 排水管 添架物

橋梁諸元
前回点検

(2015)
4.0 2.5 3.5 3.5 4.0 4.0

3.5 4.0 4.0 5.0

所 在 地 ( 自 ) 上北郡東北町乙部道ノ上地内 現地状況写真 損傷状況 損傷状況写真 国交省判定区分(Ⅰ～Ⅳ)

路 線 名 乙部・萠出線
5.0

基 礎 工 形 式 不明
下部工構造 Ⅲ Ⅲ

主桁 Ⅰ Ⅰ
橋 長 7m

幅 員 （ 有 効 幅 員 ） 5.8m（4.9m）
横桁

橋梁健全度 Ⅲ Ⅲ

1径間

上 部 工 形 式 PCﾌﾟﾚﾃﾝ中空床版橋
床版

下 部 工 形 式 不明

番号 橋梁番号 橋梁名

県BMS
判定区分
(5.5～0.5)

断面図

支承

所見等
その他 Ⅲ

・橋台竪壁の打継目は、漏水による変状拡大が懸念されるため、劣化因子の浸入を防止する目的から、ひび割れ補修に加え、伸縮装置補修
工
  を実施し、漏水を遮断する必要がある。また、主桁の間詰コンクリートは、橋面水の供給による変状拡大が懸念されるため、劣化因子の浸入
を
  防止する目的から床版防水工を施すことが望ましい。

3.5
27 408202201 田

タ

ノ沢
サワ

橋
バシ

本業務
(2020)

3.0

伸縮装置 防護柵 地覆 排水管主桁(PC) 横桁(PC) CO床版 橋台胸壁 橋台竪壁 支承（ゴム）

3.5 3.5 4.0 4.0 2.5

橋梁諸元
前回点検

(2015)
4.0 4.0 3.0 4.0

4.0 3.5 2.53.5 3.0 4.0 3.5 3.5

供 用 年 月 日 1980年
・主桁に、冬季の凍結融解によるはく離が確認された。【損傷の拡大(拡がり：小→大)が確認された。(橋梁点検ハンドブック(2)P60、P112、P113
  (⑦-2はく離・鉄筋露出))】
・端横桁の内部鋼材のかぶり不足箇所において、中性化によるはく離・鉄筋露出が確認された。また、床版との境界部から遊離石灰の析出が
  確認された。【新規損傷(遊離石灰の析出)が確認された。(橋梁点検ハンドブック(2)P56、P84)】
・コンクリート床版端部の内部鋼材のかぶり不足箇所において、中性化によるはく離・鉄筋露出が確認された。
  また、伝い水が原因と推察される遊離石灰の析出が確認された。
・橋台竪壁は、伸縮部からの漏水によるうきとひび割れ、遊離石灰の析出が確認された。
  【損傷の拡大(ひび割れ、局部的にうきが見られる)が確認された。(橋梁点検ハンドブック(2)P34)】
・支承に、伸縮部からの漏水による変色・劣化が確認された。
・地覆に、冬季の凍結融解によるひび割れ、はく離が確認された。
  【損傷の拡大(はく離の範囲拡大)が確認された。(橋梁点検ハンドブック(2)P38)】
・排水管に、経年的な防食機能の劣化、腐食が確認された。また、排水管先端部分に板厚減少による欠損が確認された。

橋 長 21m

塩 害 対 策 区 分 C-S

上 部 工 形 式 単純PCT桁橋

路 線 名 浜台・舟ケ沢線

所 在 地 上北郡東北町山ノ神平地内 現地状況写真 損傷状況 損傷状況写真 国交省判定区分(Ⅰ～Ⅳ)

4.0

床版 Ⅱ Ⅱ
下 部 工 形 式 逆T式橋台

基 礎 工 形 式 不明
下部工構造 Ⅰ Ⅱ

主桁 Ⅰ Ⅱ
幅 員 （ 有 効 幅 員 ） 8.2m（7m）

径 間 数 1径間
横桁 Ⅰ Ⅱ

Ⅱ Ⅱ

断面図

支承 Ⅱ Ⅱ

所見等
その他 Ⅲ

・コンクリート部材全般について、劣化因子の浸入を防止する目的から、ひび割れ補修に加えて、断面修復を実施することが望ましい。
・伸縮部の漏水は、下部工への劣化因子の浸入を防止する目的から、伸縮装置補修工を実施し、漏水を遮断することが望ましい。 橋梁健全度

点検年

部材

主桁：潜・進(Ⅰ)

床版：無し

橋台竪壁：潜・進(Ⅰ)

支承：無し

側面全景

正面全景

点検年

部材

主桁(遊離石灰の析出)：4.0(Ⅰ)

床版：無し

橋台竪壁(遊離石灰の析出)：2.5(Ⅲ)

支承：無し

側面全景

正面全景

点検年

部材

主桁(はく離)：3.0(Ⅱ)

床版(はく離・鉄筋露出)：3.0(Ⅲ)

橋台竪壁(遊離石灰の析出)：3.5(Ⅱ)

支承(変色・劣化)：3.5(Ⅱ)

側面全景

正面全景

2
0
0

500500 6200

7200

160 1606880

2
0
0

450 4900 450

5800

1
6
0

125 5550 125

1
6
0

540 8@890=7120 540

600

25
0

3500 3500 600

8200

端部 中間部

※【　】内は変状の新規・進展に関する記載



２-４.点検結果一覧表 緑字：緊急措置段階(Ⅳ)　赤字：早期措置段階(Ⅲ)　青字：予防保全段階(Ⅱ)

主桁 支承

2015 2020

主桁 横桁 床版 支承

2015 2020

主桁

2015 2020

断面図

下部工構造 その他

その他

その他下部工構造
番号 橋梁番号 橋梁名

県BMS
判定区分
(5.5～0.5)

主桁(PC)

28 408202601 石文橋
イシブミバシ

本業務
(2020)

4.0 4.0

地覆 排水ます 排水管橋台胸壁 橋台竪壁 支承（ゴム）
沓座

モルタル
伸縮装置 防護柵

5.0

橋梁諸元
前回点検

(2015)
4.0 4.0 4.0 5.0 5.0

5.0 5.04.0 5.0 5.0 5.0 3.5 3.5

損傷状況写真 国交省判定区分(Ⅰ～Ⅳ)

所 在 地 ( 至 ) 上北郡東北町向平地内

・主桁に、冬季の凍結融解による軽微なはく離が確認された。
・橋台竪壁に、乾燥収縮による軽微なひび割れが確認された。
・防護柵に、経年的な防食機能の劣化、腐食及び、車両の衝突等による変形が確認された。
  【新規損傷(局部的な腐食、変形)が確認された。(橋梁点検ハンドブック(2)P12)】
・地覆に、冬季の凍結融解によるはく離・鉄筋露出が確認された。

供 用 年 月 日 1980年
主桁 Ⅰ

路 線 名 石文・馬込線

所 在 地 ( 自 ) 上北郡東北町石文地内 現地状況写真 損傷状況

5.0 5.0 3.5 5.0

基 礎 工 形 式 不明
下部工構造 Ⅰ Ⅰ

断面図

上 部 工 形 式 PCﾌﾟﾚﾃﾝ中空床版橋
床版

下 部 工 形 式 不明

Ⅰ
橋 長 10m

幅 員 （ 有 効 幅 員 ） 6.2m（5m）
横桁

径 間 数 1径間

Ⅰ

番号 橋梁番号 橋梁名

県BMS
判定区分
(5.5～0.5)

下部工構造

主桁(PC) 横桁(PC)

支承 Ⅰ Ⅰ

所見等
その他 Ⅱ

・前回点検(2015年)と同様に損傷は軽微であるため経過観察とし、今後も点検、維持管理を実施することが望ましい。
橋梁健全度 Ⅰ

29 408202801 乙供
オットモ

大橋
オオハシ

本業務
(2020)

3.5 3.0 3.0

排水ます 排水管
落橋防止

装置
沓座

モルタル
伸縮装置

高欄
防護柵

地覆 縁石CO床版
橋脚（柱部・

梁部）
橋台胸壁 橋台竪壁 橋台翼壁 支承（ゴム）

3.0 4.0 3.5

橋梁諸元
前回点検

(2015)
3.5 3.0 3.0 3.0 4.0 4.0

1.02.0 3.5 3.5 3.0 4.0 3.53.0 4.0 3.5 4.0 3.5 3.0

供 用 年 月 日 1981年
・主桁下フランジ、横桁にASRと推察される全体的なひび割れ(PC)、局部的な遊離石灰の析出が確認された。
  内部鋼材のかぶり不足箇所において、中性化によるはく離・鉄筋露出が確認された。
・コンクリート床版の内部鋼材のかぶり不足において、中性化によるはく離・鉄筋露出が局部的に確認された。
　また、乾燥収縮もしくは、振動・たわみの影響と推察されるひび割れから、遊離石灰の析出が確認された。
・橋脚の内部鋼材のかぶり不足において、中性化によるうき、はく離・鉄筋露出が局部的に確認された。
  また、乾燥収縮によるひび割れから、遊離石灰の析出が確認された。
・橋台竪壁に、冬季の凍結融解によるはく離、乾燥収縮によるひび割れから遊離石灰の析出が確認された。【新規損傷(ひび割れ、遊離石灰の析出)が確認され
た。
  (道路橋定期点検要領P66)】
・支承に、漏水や荷重による変色・劣化(亀裂)が局部的に確認された。
・沓座モルタルに、冬季の凍結融解等による変形・欠損が確認された。【損傷の拡大(ひび割れのブロック化→一部欠落)が確認された。
  (橋梁点検ハンドブック(2)P52、P114(変形・欠損))】
・伸縮装置に、車両の衝突等による地覆立ち上がり部の変形が確認された。【梁部の漏水、土砂堆積など下部工への影響が確認されたため健全度を下げるに
至った。
  (道路橋定期点検要領P94)】
・排水管に、支持金具の著しい腐食、脱落による排水管本体の脱落、変形・欠損が確認された。

橋 長 210m

上 部 工 形 式 6径間PCﾎﾟｽﾄﾃﾝｼｮﾝ単純T桁

下 部 工 形 式 逆T式橋台、壁式橋脚

所 在 地 上北郡東北町柳沢地内 現地状況写真 損傷状況 損傷状況写真 国交省判定区分(Ⅰ～Ⅳ)

路 線 名 乙供・天間林線
3.0 4.0 3.5 1.04.0 3.5 3.0

床版 Ⅱ Ⅱ
基 礎 工 形 式 不明

下部工構造 Ⅱ Ⅱ

主桁 Ⅱ Ⅱ
幅 員 （ 有 効 幅 員 ） 9.31m（8.31m）

径 間 数 6径間
横桁 Ⅰ Ⅱ

橋梁健全度 Ⅱ Ⅱ

番号 橋梁番号 橋梁名

県BMS
判定区分
(5.5～0.5)

断面図

支承 Ⅱ Ⅱ

所見等
その他 Ⅳ

・主桁にASRと推察されるひび割れが確認されるため、今後の膨張性を残存膨張量試験により確認した上で補修対策を講じるとともに水分の
　供給を遮断するための床版防水工、変状補修を実施することが望ましい。【詳細調査】

1.5
30 408203301 甲田橋

コウダバシ

本業務
(2020)

3.0

排水管主桁(PC)
ﾊﾟｲﾙﾍﾞﾝﾄ橋脚
（柱部・梁部）

橋台竪壁 伸縮装置 防護柵 地覆

3.0 1.5

橋梁諸元
前回点検

(2015)
3.0 2.0 3.5 2.5

2.0 3.5 2.5 0.5 3.0

所 在 地 ( 至 ) 上北郡東北町土場川地内

・主桁に、乾燥収縮によるひび割れから遊離石灰の析出が確認された。
  また、冬季の凍結融解による下フランジのはく離、主桁の内部鋼材のかぶり不足において、中性化によるはく離・鉄筋露出が局部的に
  確認された。
・パイルベント橋脚梁部に、冬季の凍結融解による全体的なはく離、柱部に縦方向ひび割れが確認された。
・橋台竪壁に、冬季の凍結融解によるはく離が局部的に確認された。
・伸縮部の伸縮目地材に、経年的な変色・劣化が確認された。
・防護柵に、著しい欠損が確認された。(一部、防護柵が無くなっている)
・地覆に、乾燥収縮によるひび割れから、遊離石灰の析出が確認された。
・排水管に、経年的な腐食、板厚減少による欠損が確認された。また、路肩の土砂堆積による土砂詰まりも確認された。

供 用 年 月 日 1962年

径 間 数 5径間

荷 重 制 限 大型車規制

路 線 名 甲地・甲田線

所 在 地 ( 自 ) 上北郡東北町舘地内 現地状況写真 損傷状況 損傷状況写真 国交省判定区分(Ⅰ～Ⅳ)

0.5

床版
上 部 工 形 式 5径間単純PCI桁橋

下 部 工 形 式 ﾊﾟｲﾙﾍﾞﾝﾄ橋台・橋脚
下部工構造 Ⅲ Ⅲ

主桁 Ⅱ Ⅱ
橋 長 42m

幅 員 （ 有 効 幅 員 ） 5.02m（4.5m）
横桁

基 礎 工 形 式 不明

Ⅲ Ⅲ

支承 Ⅲ

所見等
その他 Ⅳ

・ひび割れの変状拡大による耐荷力低下の恐れがあるため、早急に下部工補修工を実施する必要がある。
・落下事故など第三者被害が懸念される防護柵の欠損が確認されたため、早急に防護柵取替工を実施する必要がある。 橋梁健全度

点検年

部材

主桁(はく離)：4.0(Ⅰ)

床版：無し

橋台竪壁(ひび割れ)：4.0(Ⅰ)

支承：潜伏期(Ⅰ)

側面全景

正面全景

点検年

部材

主桁(ひび割れ)：3.5(Ⅱ)

床版(はく離・鉄筋露出)：3.0(Ⅱ)

橋脚梁部(ひび割れ)：3.0(Ⅱ)

支承(変色・劣化)：3.5(Ⅱ)

側面全景

正面全景

主桁(はく離・鉄筋露出)：3.0(Ⅱ)

床版：無し

橋脚梁部(はく離)：2.0(Ⅲ)

支承：無し

側面全景

正面全景

点検年

部材

600 5000 600

6200

5880

2
5
0

160 160

2
5
0

4@1900=7600

400

7
0

1500

20
0

33753375600

9250

端部 中間部

825 825

20
0

4700160 160

260

1
00

2250 2250 260

5020

※【　】内は変状の新規・進展に関する記載



２-４.点検結果一覧表 緑字：緊急措置段階(Ⅳ)　赤字：早期措置段階(Ⅲ)　青字：予防保全段階(Ⅱ)

主桁 横桁 床版 支承

2015 2020

主桁 横桁 床版 支承

2015 2020

主桁 横桁 床版 支承

2015 2020

その他

その他

基 礎 工 形 式 不明

断面図

下部工構造

下部工構造

下部工構造 その他
番号 橋梁番号 橋梁名

県BMS
判定区分
(5.5～0.5)

主桁(PC)

31 408203401 寺沢橋
テラサワバシ

本業務
(2020)

3.5 3.5

沓座
モルタル

伸縮装置 防護柵 地覆 排水ます 排水管横桁(PC) CO床版
橋脚（柱部・

梁部）
橋台胸壁 橋台翼壁 支承（ゴム）

3.5 3.0

橋梁諸元
前回点検

(2015)
3.5 3.5 3.0 3.5 4.0

4.0 3.5 3.0 4.0 1.53.0 3.5 4.0 4.0 5.0 5.0

損傷状況写真 国交省判定区分(Ⅰ～Ⅳ)

供 用 年 月 日 1986年
・主桁下フランジ、支点部のウェブにASRと推察されるひび割れ(PC)、遊離石灰の析出が確認された。
　また、内部鋼材のかぶり不足箇所において、中性化によるはく離・鉄筋露出が確認された。
・コンクリート床版に、乾燥収縮もしくは、振動・たわみの影響と推察されるひび割れから、遊離石灰の析出が確認された。
・橋脚梁部に、冬季の凍結融解によるはく離が局部的に確認された。
・防護柵に、大型トラックの通行による振動が原因と推察される、ボルト・ナットの脱落、車両の衝突等による変形が確認された。
・地覆に、乾燥収縮によるひび割れに、伝い水が浸入したことが原因と推察される遊離石灰の析出、車両の衝突等による角部の欠損が
  確認された。
・排水管に、経年的な腐食、大型トラックの通行による振動が原因と推察される、ボルト・ナットの脱落による、排水管本体の脱落が確認され
た。
  【本体の脱落により、導水機能が低下したことによる腐食面積の拡大(①-1状態：1、拡がり：小→状態：1、拡がり：中、全体的な防食機能の劣
化)
  が確認された。(橋梁点検ハンドブック(2)P88)】

橋 長 46m
主桁 Ⅱ

路 線 名 土橋・寺沢線

所 在 地 上北郡東北町間手場地内 現地状況写真 損傷状況

4.0 3.54.0 5.0 5.0 4.0

下部工構造 Ⅱ Ⅱ
断面図

下 部 工 形 式 逆T式橋台、壁式橋脚
床版 Ⅱ Ⅱ

基 礎 工 形 式 鋼管杭

Ⅱ
幅 員 （ 有 効 幅 員 ） 7.2m（6m）

径 間 数 2径間
横桁 Ⅱ Ⅱ

上 部 工 形 式 2径間PCﾎﾟｽﾄﾃﾝｼｮﾝ単純T桁

Ⅱ

番号 橋梁番号 橋梁名

県BMS
判定区分
(5.5～0.5)

主桁(PC) 横桁(PC)

支承 Ⅰ Ⅰ

所見等
その他 Ⅳ

・主桁にASRと推察されるひび割れが確認されるため今後の膨張性を残存膨張量試験により確認した上で補修対策を講じるとともに水分の
  供給を遮断するための床版防水工を施し、変状補修を実施することが望ましい。【詳細調査】 橋梁健全度 Ⅱ

32 408203601 入沼橋
イリヌマバシ

本業務
(2020)

4.0 4.0 4.0

沓座
モルタル

伸縮装置 防護柵 地覆 排水ます 排水管CO床版 橋台胸壁 橋台竪壁 橋台翼壁 支承（ゴム）
落橋防止

装置

5.0 5.0 4.0

橋梁諸元
前回点検

(2015)
4.0 4.0 4.0 4.0 4..0 4.0

5.0 5.0 4.0 5.0 5.04.0 4.0 3.5 5.0 5.0 5.0

所 在 地 ( 至 ) 上北郡東北町間手場地内

・橋台翼壁に、乾燥収縮によるひび割れから、遊離石灰の析出が確認された。
  【新規損傷(遊離石灰の析出)が確認された。(道路橋定期点検要領P66)】
・地覆側面に、乾燥収縮によるひび割れが確認された。

供 用 年 月 日 2011年

径 間 数 2径間

塩 害 対 策 区 分 C-S

所 在 地 ( 自 ) 上北郡東北町寺沢川端地内 現地状況写真 損傷状況 損傷状況写真 国交省判定区分(Ⅰ～Ⅳ)

路 線 名 根前・間手場線
5.0 5.05.0 5.0 5.0

床版 Ⅰ Ⅰ
上 部 工 形 式 2径間連結ﾌﾟﾚﾃﾝT桁橋

下 部 工 形 式 逆T式橋台、壁式橋脚
下部工構造 Ⅰ Ⅱ

主桁 Ⅰ Ⅰ
橋 長 46m

幅 員 （ 有 効 幅 員 ） 8.2m（7m）
横桁 Ⅰ Ⅰ

橋梁健全度 Ⅰ Ⅱ

番号 橋梁番号 橋梁名

県BMS
判定区分
(5.5～0.5)

支承 Ⅰ Ⅰ

所見等
その他 Ⅰ

・橋台翼壁は、劣化因子の浸入による変状拡大を防止する目的から、ひび割れ補修工を実施することが望ましい。

4.0
33 408203901 東北

トウホク

大橋
オオハシ

本業務
(2020)

3.5

防護柵 地覆 排水ます 排水管橋台竪壁 橋台翼壁 支承（ゴム）
落橋防止

装置
沓座

モルタル
伸縮装置

ラーメン
主構(桁)

主桁(PC) 横桁(PC) CO床版 橋脚柱部 橋台胸壁

3.5 4.0 4.0 5.0 5.0

橋梁諸元
前回点検

(2015)
3.5 4.0 4.0 4.5

3.5 5.0 5.04.0 5.0 5.0 5.0 4.0 4.04.0 4.0 3.5 3.5 3.5

所 在 地 ( 至 ) 上北郡東北町堤端地内

・ラーメン主構(桁)側面に、乾燥収縮によるひび割れから、遊離石灰の析出が確認された。
・コンクリート床版(排水管周り)に、橋面水の影響と推察される遊離石灰の析出が確認された。【新規損傷(遊離石灰の析出)が確認された。
  (道路橋定期点検要領P72、P84)】
・橋台胸壁、橋脚柱部に、乾燥収縮によるひび割れが確認された。【橋脚柱部に新規損傷(ひび割れ)が確認された。(道路橋定期点検要領
P66)】
・防護柵(コンクリート部)の角部に、車両の衝突等による欠損が確認された。
・地覆の角部に、車両の衝突等による欠損及び、地覆側面に、伝い水が原因と推察される目地部からの遊離石灰の析出が確認された。
  【地覆に新規損傷(遊離石灰の析出、欠損)が確認された。(橋梁点検ハンドブック(2)P34、道路橋定期点検要領P84)】

供 用 年 月 日 2007年

径 間 数 6径間

上 部 工 形 式 2径間Tﾗｰﾒﾝ箱桁+4径間連結ﾎﾟｽﾃﾝｺﾝﾎﾟ桁

路 線 名 乙供太田平線

所 在 地 ( 自 ) 上北郡東北町篠内平地内 現地状況写真 損傷状況 損傷状況写真 国交省判定区分(Ⅰ～Ⅳ)

5.0 4.0 4.0 4.0 5.0 5.04.0

床版 Ⅰ Ⅱ
下 部 工 形 式 逆T式橋台、壁式橋脚

基 礎 工 形 式 杭基礎(橋台)、直接基礎(橋脚)
下部工構造 Ⅱ Ⅱ

主桁 Ⅰ Ⅰ
橋 長 255m

幅 員 （ 有 効 幅 員 ） 9m（8m）
横桁 Ⅰ Ⅰ

Ⅱ Ⅱ

断面図

支承 Ⅰ Ⅰ

所見等
その他 Ⅱ

・コンクリート床版(排水管周り)の遊離石灰の析出は、排水ます上の土砂堆積により導水機能が失われ、長期間橋面水が滞留したことが原因
と
  推察されるため、土砂撤去を実施し、導水機能を円滑にすることが望ましい。 橋梁健全度

主桁(ひび割れ)：3.5(Ⅱ)

床版(遊離石灰の析出)：3.0(Ⅱ)

橋脚梁部(はく離)：3.5(Ⅱ)

支承：潜伏期(Ⅰ)

側面全景

正面全景

主桁：潜・進(Ⅰ)

床版：潜・進(Ⅰ)

橋台翼壁(遊離石灰の析出)：3.5(Ⅱ)

支承：潜伏期(Ⅰ)

側面全景

正面全景

点検年

部材

主桁(遊離石灰の析出)：4.0(Ⅰ)

床版(遊離石灰の析出)：3.5(Ⅱ)

橋台胸壁(ひび割れ)：3.5(Ⅱ)

支承：潜伏期(Ⅰ)

側面全景

正面全景

点検年

部材

点検年

部材

855 3@1830=5490 855

600

2
50

3000 3000 600

7200

端部 中間部

端部 中間部

565 5657@1010=7070

600

2
5
0

3500 3500 600

8200

48002100 2100

500 4000 5004000

9000

2
50

側径間部 柱頭部

1〜2径間

1300 6400 1300

500

2
50

4000 4000 500

9000

3〜6径間

※【　】内は変状の新規・進展に関する記載



２-４.点検結果一覧表 緑字：緊急措置段階(Ⅳ)　赤字：早期措置段階(Ⅲ)　青字：予防保全段階(Ⅱ)

主桁 横桁 床版 支承

2015 2020

主桁 下部工構造 その他

2015 2020

主桁 支承

2015 2020

その他

下部工構造 その他

下部工構造

番号 橋梁番号 橋梁名

県BMS
判定区分
(5.5～0.5)

主桁(PC)

34 408301801 清水
シミズ

目
メ

橋
バシ

本業務
(2020)

4.0 4.0

伸縮装置 防護柵 地覆 排水ます 排水管横桁(PC) CO床版 橋台胸壁 橋台翼壁 支承（ゴム）
沓座

モルタル

4.0 5.0

橋梁諸元
前回点検

(2015)
4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

4.5 4.0 4.5 5.04.0 4.0 4.0 5.0 4.0 3.5

損傷状況写真 国交省判定区分(Ⅰ～Ⅳ)

所 在 地 ( 至 ) 上北郡東北町上清水目地内

・沓座モルタルに、冬季の凍結融解等による変形・欠損が確認された。
  【損傷の拡大(ひび割れが多く見られる)が確認された。(橋梁点検ハンドブック(2)P52、P114(㉓-3変形・欠損))】
・伸縮装置の本体に、車両の通行等による変色・劣化が確認された。
　また、地覆部のシーリングに、経年劣化による硬化、地震の影響と推察される変色・劣化(亀裂)が確認された。
・防護柵に、経年的な防食機能の劣化が確認された。【新規損傷(光沢減少(防食機能の劣化))が確認された。(橋梁点検ハンドブック(2)P12)】
・地覆に、内部鋼材のかぶり不足箇所において、中性化による軽微なはく離・鉄筋露出が確認された。
・排水ますに、路肩の土砂堆積による湿潤状態の継続が原因と推察される腐食が確認された。
  【新規損傷(腐食)が確認された。(橋梁点検ハンドブック(2)P12、P86)】

供 用 年 月 日 1999年
主桁 Ⅰ

路 線 名 石坂・上清水目線

所 在 地 ( 自 ) 上北郡東北町石坂地内 現地状況写真 損傷状況

5.05.0 4.5 3.5 5.0

基 礎 工 形 式 直接基礎
下部工構造 Ⅰ Ⅰ

断面図

上 部 工 形 式 ﾎﾟｽﾄﾃﾝｼｮﾝ方式PC単純T桁
床版 Ⅰ Ⅰ

下 部 工 形 式 逆T式橋台

Ⅰ
橋 長 29m

幅 員 （ 有 効 幅 員 ） 8.2m（7m）
横桁 Ⅰ Ⅰ

径 間 数 1径間

Ⅰ

番号 橋梁番号 橋梁名

県BMS
判定区分
(5.5～0.5)

主桁(RC) 橋台竪壁

支承 Ⅰ Ⅰ

所見等
その他 Ⅱ

・前回点検(2015年)と同様に損傷は軽微であるため経過観察とし、今後も点検、維持管理を実施することが望ましい。
橋梁健全度 Ⅰ

35 408301902 湯沢橋
ユザワバシ

本業務
(2020)

3.5 2.5 3.0

地覆

橋梁諸元
前回点検

(2015)
4.5 2.5 3.0

所 在 地 ( 至 ) 上北郡東北町湯沢地内

・主桁の内部鋼材のかぶり不足箇所において、中性化による局部的なはく離・鉄筋露出及び、乾燥収縮によるひび割れから遊離石灰の析出
が
  確認された。【新規損傷(はく離・鉄筋露出、うき)が確認された。(橋梁点検ハンドブック(2)P34)】
・橋台竪壁に、地震等の影響と推察される構造ひび割れが確認された。
・地覆に、冬季の凍結融解によるはく離が確認された。

供 用 年 月 日 1975年

径 間 数 1径間

上 部 工 形 式 RC床版橋

所 在 地 ( 自 ) 上北郡東北町石坂地内 現地状況写真 損傷状況 損傷状況写真 国交省判定区分(Ⅰ～Ⅳ)

路 線 名 石坂・湯沢線

床版
下 部 工 形 式 不明

基 礎 工 形 式 不明
下部工構造 Ⅲ Ⅲ

主桁 Ⅰ Ⅱ
橋 長 6ｍ

幅 員 （ 有 効 幅 員 ） 3.9m（3.5m）
横桁

橋梁健全度 Ⅲ Ⅲ

番号 橋梁番号 橋梁名

県BMS
判定区分
(5.5～0.5)

断面図

支承

所見等
その他 Ⅱ

・橋台の構造ひび割れは、劣化因子の浸入による変状拡大の恐れがあるため、早急に下部工補修工を実施する必要がある。

5.0
36 408302701 細津橋

ホソツハシ

本業務
(2020)

4.0

伸縮装置 防護柵 地覆 排水ます 排水管 添架管主桁(PC) 橋台竪壁 橋台翼壁 支承（ゴム）
落橋防止

装置
沓座

モルタル

5.0 5.0 5.0 4.0 5.0

橋梁諸元
前回点検

(2015)
4.0 4.0 3.5 5.0

4.5 4.0 5.0 5.0 5.04.0 3.5 5.0 5.0 5.0

所 在 地 ( 至 ) 上北郡東北町細津地内

・主桁の間詰コンクリートから、遊離石灰の析出が確認された。また、角部に冬季の凍結融解による軽微なはく離が確認された。
・橋台竪壁と添架管の取り付け部からの漏水が確認された。
・橋台翼壁に、漏水の冬季の凍結融解による、スケーリングが確認された。
・防護柵に、車両の衝突等による軽微な変形が確認された。【新規損傷(変形)が確認された。】
・地覆に、木片の混入による局部的なはく離が確認された。

供 用 年 月 日 1999年

径 間 数 1径間

上 部 工 形 式 PCﾌﾟﾚﾃﾝ中空床版橋

路 線 名 水喰・細津線

所 在 地 ( 自 ) 上北郡東北町水喰向地内 現地状況写真 損傷状況 損傷状況写真 国交省判定区分(Ⅰ～Ⅳ)

5.0 5.05.0

床版
下 部 工 形 式 不明

基 礎 工 形 式 不明
下部工構造 Ⅱ Ⅱ

主桁 Ⅰ Ⅰ
橋 長 11m

幅 員 （ 有 効 幅 員 ） 8.2m（7m）
横桁

Ⅰ Ⅱ

断面図

支承 Ⅰ Ⅰ

所見等
その他 Ⅰ

・橋台は、漏水による劣化因子の浸入を防止する目的から、表面処理工を施すことが望ましい。
橋梁健全度

点検年

部材

主桁：潜・進(Ⅰ)

床版:潜・進(Ⅰ)

橋台胸壁：潜・進(Ⅰ)

支承：潜伏期(Ⅰ)

側面全景

正面全景

点検年

部材

主桁(はく離・鉄筋露出)：3.5(Ⅱ)

床版：無し

橋台竪壁(ひび割れ)：2.5(Ⅲ)

支承：無し

側面全景

正面全景

点検年

部材

主桁(遊離石灰の析出)：4.0(Ⅰ)

床版：無し

橋台翼壁(はく離)：3.5(Ⅱ)

支承：潜伏期(Ⅰ)

側面全景

正面全景

920 9203@2120=6360

600

2
5
0

3500 3500 600

8200

端部 中間部

200 3500 200

3900

5
0

5
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600 7000 600

2
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8200

※【　】内は変状の新規・進展に関する記載



２-４.点検結果一覧表 緑字：緊急措置段階(Ⅳ)　赤字：早期措置段階(Ⅲ)　青字：予防保全段階(Ⅱ)

主桁 横桁 床版 支承

2015 2020

主桁 支承

2015 2020

主桁 横桁 床版 支承

2015 2020

その他

その他

その他下部工構造
番号 橋梁番号 橋梁名

県BMS
判定区分
(5.5～0.5)

主桁(鋼)

37 408307601 中
ナカ

乙供
オットモ

橋
バシ

本業務
(2020)

3.5 3.5

沓座
モルタル

防護柵 地覆 排水ます 排水管 添架物横桁(鋼) CO床版
橋脚（柱部・

梁部）
橋台胸壁 橋台竪壁 支承（鋼）

3.0 4.0

橋梁諸元
前回点検

(2015)
3.5 3.5 3.5 4.0 3.0

1.5 3.0 4.0 1.5 3.53.0 3.0 3.0 4.0 3.5 1.0

損傷状況写真 国交省判定区分(Ⅰ～Ⅳ)

所 在 地 ( 至 ) 上北郡東北町上笹橋地内
・鋼部材に、経年的な防食機能の劣化、腐食が確認された。
・コンクリート床版に、輪荷重による床版ひび割れ(二方向)から遊離石灰の析出が確認された。また、内部鋼材のかぶり不足箇所において、
  中性化によるはく離・鉄筋露出が確認された。【損傷の拡大(二方向ひび割れからの遊離石灰の析出)が確認された。(橋梁点検ハンドブック(2)P42、
  道路橋定期点検要領P74)】
・橋脚梁部に、乾燥収縮によるひび割れ、内部鋼材のかぶり不足箇所において、中性化によるはく離・鉄筋露出、冬季の凍結融解によるはく離が確認された。
  【損傷の拡大(はく離→うき、はく離・鉄筋露出)が確認された。(橋梁点検ハンドブック(2)P34)】
・橋台胸壁に、内部鋼材のかぶり不足箇所において、中性化によるはく離・鉄筋露出及び、伸縮装置からの漏水が原因と推察される遊離石灰の
  析出が確認された。
・沓座モルタルに、冬季の凍結融解、支承の金属膨張等による変形・欠損が確認された。【損傷の拡大(ひび割れのブロック化→支承の傾斜)が確認された。
  (橋梁点検ハンドブック(2)P52、P114(㉓-3変形・欠損)】
・防護柵に、経年的な防食機能の劣化、腐食及び、局部的な板厚減少による欠損が確認された。また、車両の衝突等による変形も確認された。
  【腐食の進行による断面欠損が新たに確認された。(橋梁点検ハンドブック(2)P12～16)】
・排水管に、経年的な防食機能の劣化、腐食及び、板厚減少による欠損が確認された。【損傷の拡大(腐食の進行による欠食、導水機能の低下)が確認された。
  (橋梁点検ハンドブック(2)P88、道路橋定期点検要領P100)】

供 用 年 月 日 1972年
主桁 Ⅱ

路 線 名 本町・新町線

所 在 地 ( 自 ) 上北郡東北町膳前地内 現地状況写真 損傷状況

2.0 3.54.0 3.5 3.0 2.0

基 礎 工 形 式 不明
下部工構造 Ⅱ Ⅱ

断面図

上 部 工 形 式 2径間鋼単純H桁橋
床版 Ⅱ Ⅱ

下 部 工 形 式 重力式橋台、柱式橋脚

Ⅱ
橋 長 36m

幅 員 （ 有 効 幅 員 ） 6.7m（6m）
横桁 Ⅱ Ⅱ

径 間 数 2径間

Ⅱ

番号 橋梁番号 橋梁名

県BMS
判定区分
(5.5～0.5)

主桁(PC)
橋脚（柱部・

梁部）

支承 Ⅱ Ⅱ

所見等
その他 Ⅳ

・床版ひび割れは、変状拡大が懸念されるため、抜け落ち等を防止する目的から、床版の部分打替えを実施することが望ましい。
・落下事故など第三者被害が懸念される防護柵の欠損が確認されたため、防護柵取替工を実施することが望ましい。 橋梁健全度 Ⅱ

38 408308101 坂下橋
サカシタバシ

本業務
(2020)

3.0 2.5 4.0

地覆 排水管橋台胸壁 橋台竪壁 支承（ゴム）
沓座

モルタル
伸縮装置 防護柵

4.0

橋梁諸元
前回点検

(2015)
3.0 3.0 4.0 3.5 5.0 3.5

3.53.5 3.5 3.0 3.5 3.0 3.5

供 用 年 月 日 1975年
・主桁に、PC鋼材の腐食が原因と推察される水抜部から錆汁の析出、橋面水が原因と推察される間詰部からの遊離石灰の析出が確認された。
・橋脚梁部に、内部鋼材のかぶり不足箇所において、中性化による多数の腐食ひび割れ、局部的なはく離・鉄筋露出が確認された。
  【損傷の拡大(はく離面積の増加)、コンクリート片の落下による第三者被害を考慮し健全度を下げるに至った。(橋梁点検ハンドブック(2)P34、
  道路橋定期点検要領P103)】
・支承に、荷重が原因と推察される局部的な変形・欠損(亀裂)が確認された。【新規損傷(変形・欠損)が確認された。(橋梁点検ハンドブック(2)P78)】
・沓座モルタルに冬季の凍結融解等による変形・欠損が確認された。【損傷の拡大(ひび割れ→ひび割れのブロック化)が確認された。(橋梁点検ハンドブック(2)
  P52、P114(㉓-3変形・欠損)】
・伸縮部の伸縮目地材に、経年的な変色・劣化が確認された。
・防護柵のビーム部に、経年的な防食機能の劣化、腐食及び、ボルト・ナットの脱落、車両の衝突等による変形・欠損が確認された。
  【全体的な防食機能の劣化が新たに確認された。(橋梁点検ハンドブック(2)P12～16)】
・地覆に、冬季の凍結融解によるはく離、車両の衝突等による欠損、乾燥収縮によるひび割れからの遊離石灰の析出が確認された。
  【新規損傷(うき、はく離、遊離石灰の析出、欠損)が確認された。(橋梁点検ハンドブック(2)P34、道路橋定期点検要領P66)】
・排水管に、車両の衝突等による軽微な欠損が確認された。【損傷の拡大(欠損)が確認された。(橋梁点検ハンドブック(2)P90)】

橋 長 24m

上 部 工 形 式 3径間単純PC桁橋

下 部 工 形 式 ﾊﾟｲﾙﾍﾞﾝﾄ橋台、橋脚

所 在 地 上北郡東北町塔ノ沢地内 現地状況写真 損傷状況 損傷状況写真 国交省判定区分(Ⅰ～Ⅳ)

路 線 名 内蛯沢・乙供線
3.5 3.5 4.0

床版
基 礎 工 形 式 不明

下部工構造 Ⅱ Ⅲ

主桁 Ⅱ Ⅱ
幅 員 （ 有 効 幅 員 ） 4.81m（4m）

径 間 数 3径間
横桁

橋梁健全度 Ⅱ Ⅲ

番号 橋梁番号 橋梁名

県BMS
判定区分
(5.5～0.5)

下部工構造

断面図

支承 Ⅰ Ⅱ

所見等
その他 Ⅱ

・主桁は、橋面水の供給による変状拡大が懸念されるため、PC鋼材の腐食による錆汁の滲出かを鉄筋探査し、その上で床版防水工、
  補修対策を実施する必要がある。
・橋脚梁部におけるコンクリート脆弱部からのはく離の進行による、変状拡大が懸念されるため、断面修復工を実施する必要がある。

3.5
39 408309801 治郎橋

ジロウバシ

本業務
(2020)

3.5

排水ます 排水管橋台翼壁 支承（鋼）
沓座

モルタル
伸縮装置 防護柵 地覆主桁(鋼) 横桁(鋼) CO床版

橋脚（柱部・
梁部）

橋台胸壁 橋台竪壁

4.0 4.0 3.0 5.0 5.0

橋梁諸元
前回点検

(2015)
3.5 3.5 3.5 4.0

4.03.0 2.0 5.0 3.5 4.0 5.03.5 3.5 4.0 4.0 4.0

供 用 年 月 日 1983年

・鋼部材に、経年的な防食機能の劣化、腐食が確認された。
・コンクリート床版に、乾燥収縮もしくは、振動・たわみの影響と推察されるひび割れから、遊離石灰の析出が確認された。
・橋台翼壁に、乾燥収縮によるひび割れから遊離石灰の析出が確認された。
  【新規損傷(ひび割れ、遊離石灰の析出)が確認された。(道路橋定期点検要領P66)】
・沓座モルタルに、冬季の凍結融解、地震の影響等と推察される変形・欠損が確認された。
  【新規損傷(ひび割れのブロック化)が確認された。(橋梁点検ハンドブック(2)P52、P114(㉓-3変形・欠損))】
・防護柵に、経年的な防食機能の劣化、腐食及び、車両の衝突等による変形が確認された。【新規損傷(変形)が確認された。】

橋 長 36m

上 部 工 形 式 2径間鋼単純H桁橋

下 部 工 形 式 逆T式橋台、小判型張出式橋脚

路 線 名 内蛯沢2号線

所 在 地 上北郡東北町内蛯沢坂ノ下地内 現地状況写真 損傷状況 損傷状況写真 国交省判定区分(Ⅰ～Ⅳ)

4.0 4.0 5.0 4.04.0

床版 Ⅱ Ⅱ
基 礎 工 形 式 鋼管杭

下部工構造 Ⅰ Ⅱ

主桁 Ⅱ Ⅱ
幅 員 （ 有 効 幅 員 ） 4.2m（3m）

径 間 数 2径間
横桁 Ⅱ Ⅱ

Ⅱ Ⅱ

断面図

支承 Ⅱ Ⅱ

所見等
その他 Ⅱ

・鋼部材の板厚減少、欠損に至る原因となる腐食の進行を防止するため、鋼部材再塗装工を実施することが望ましい。
・床版に、橋面水による変状拡大が懸念されるため、劣化因子の浸入を防止する目的から、ひび割れ補修工に加え床版防水工を施すことが
　望ましい。 橋梁健全度

下部工構造

点検年

部材

主桁(防食機能の劣化)：3.5(Ⅱ)

床版(遊離石灰の析出)：3.0(Ⅱ)

橋脚梁部(はく離・鉄筋露出)：3.0(Ⅱ)

支承(腐食)：3.5(Ⅱ)

側面全景

正面全景

点検年

部材

主桁(錆汁の析出)：3.0(Ⅱ)

床版：無し

橋脚梁部(はく離・鉄筋露出)：2.5(Ⅲ)

支承(変色・劣化)：3.5(Ⅲ)

側面全景

正面全景

点検年

部材

主桁(腐食)：3.5(Ⅱ)

床版(遊離石灰の析出)：3.5(Ⅱ)

橋台翼壁(遊離石灰の析出)：3.5(Ⅱ)

支承(腐食)：3.0(Ⅱ)

側面全景

正面全景
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※【　】内は変状の新規・進展に関する記載



２-４.点検結果一覧表 緑字：緊急措置段階(Ⅳ)　赤字：早期措置段階(Ⅲ)　青字：予防保全段階(Ⅱ)

主桁 床版 支承

2015 2020

主桁 横桁 床版 支承

2015 2020

主桁 横桁 床版 支承

2015 2020

その他

その他下部工構造
番号 橋梁番号 橋梁名

県BMS
判定区分
(5.5～0.5)

主桁(鋼)

40 408309901 第五
ダイゴ

赤川
アカガワ

橋
バシ

本業務
(2020)

3.0 3.0

排水管支承(鋼)
沓座

モルタル
伸縮装置 防護柵 地覆 排水ます下横構 対傾構 CO床版 橋台胸壁 橋台竪壁 橋台その他

5.0 3.5

橋梁諸元
前回点検

(2015)
3.0 3.0 3.0 2.5 4.0

2.0 5.0 3.5 4.0 4.0 1.53.0 2.5 4.0 4.0 4.0 3.0

損傷状況写真 国交省判定区分(Ⅰ～Ⅳ)

供 用 年 月 日 1969年

・鋼部材に、経年的な防食機能の劣化、腐食が2割程度確認された。
・コンクリート床版に、内部鋼材のかぶり不足箇所において、中性化による局部的なはく離・鉄筋露出が確認された。
　また、冬季の凍結融解によるひび割れから遊離石灰の析出が確認された。
・沓座モルタルに冬季の凍結融解、支承の金属膨張等による変形・欠損が確認された。
・防護柵に、経年的な防食機能の劣化、腐食及び、車両の衝突等による変形が確認された。
・排水管に、経年的な防食機能の劣化、腐食が確認された。また、一部の排水管に、板厚減少による著しい欠損が確認された。
  【損傷の拡大(腐食の進行による欠食面積の増加、導水機能の低下)が確認された。(橋梁点検ハンドブック(2)P88、P100)】
・排水ますに、経年的な腐食が確認された。
  【蓋に軽微な腐食が全体的に見られ、軽微な損傷が発生する期間(進展期)であると判断したため健全度を下げるに至った。
  (橋梁点検ハンドブック(2)P86)】

橋 長 28m
主桁 Ⅱ

路 線 名 内蛯沢・榎林線

所 在 地 上北郡東北町内蛯沢坂ノ下地内 現地状況写真 損傷状況

4.0 5.0 2.04.0 4.0 3.0 2.0

下部工構造 Ⅰ Ⅰ
断面図

下 部 工 形 式 重力式橋台、ピアアバット
床版 Ⅲ Ⅲ

基 礎 工 形 式 鋼管パイル

Ⅱ
幅 員 （ 有 効 幅 員 ） 4.7m（4m）

径 間 数 1径間
横桁

上 部 工 形 式 鋼単純I桁橋

Ⅲ

番号 橋梁番号 橋梁名

県BMS
判定区分
(5.5～0.5)

下部工構造

主桁（PC） 横桁（PC）

支承 Ⅱ Ⅱ

所見等
その他 Ⅳ

・コンクリート部材全体にひび割れ、はく離・鉄筋露出が見られ、変状拡大が懸念されるため、劣化因子の浸入を防止する目的から、
 ひび割れ補修及び、断面修復工を実施する必要がある。 橋梁健全度 Ⅲ

41 408313302 大湯
オオユ

沢
ザワ

橋
バシ

本業務
(2020)

2.0 4.0 3.5

沓座
モルタル

伸縮装置 防護柵 地覆 排水ます 排水管CO床版
橋脚（柱部・

梁部）
橋台胸壁 橋台竪壁 橋台翼壁 支承（ゴム）

5.0 3.0 4.0

橋梁諸元
前回点検

(2015)
3.0 4.0 4.0 3.5 4.0 3.5

4.0 2.5 3.5 5.0 2.53.5 4.0 3.5 4.0 3.5 5.0

供 用 年 月 日 1980年
・3径間目の主桁下面に、PCグラウトの充填不足が原因と推察されるひび割れ(PC)、遊離石灰の析出が確認された。
  また、内部鋼材のかぶり不足箇所において、中性化によるはく離・鉄筋露出が確認された。【損傷の拡大(シースに沿ったひび割れの範囲拡大)が確認され、
  PC鋼材の腐食やPCグラウト充填不足を懸念し健全度を下げるに至った。(橋梁点検ハンドブック(2)P56】
・床版と横桁の境界部、床版張り出し部から遊離石灰の析出、床版下面の内部鋼材のかぶり不足箇所において、中性化による局部的なはく離・鉄筋露出が
  確認された。【新規損傷(遊離石灰の析出)が確認された。(道路橋定期点検要領P84)】
・橋台竪壁に、乾燥収縮によるひび割れが確認された。
・橋脚梁部に、乾燥収縮によるひび割れから遊離石灰の析出が確認された。
・支承に、伸縮部からの漏水等による変色・劣化が確認された。
・防護柵に、経年的な防食機能の劣化、腐食及び、板厚減少による支柱の欠損が確認された。また、車両の衝突等による変形が確認された。
  【損傷の拡大(腐食の進行による欠損の拡大)が確認された。(橋梁点検ハンドブック(2)P12～16)】
・地覆に、内部鋼材のかぶり不足箇所において、中性化によるはく離・鉄筋露出が確認された。
  【新規損傷(はく離・鉄筋露出)が確認された。(橋梁点検ハンドブック(2)P34)】
・排水管に、経年的な防食機能の劣化による腐食、一部板厚減少による欠損が確認された。
  【損傷の拡大(管、取付金具全体に腐食)が確認された。(橋梁点検ハンドブック(2)P88、道路橋定期点検要領P100)】

橋 長 71m

上 部 工 形 式 3径間ﾎﾟｽﾄﾃﾝｼｮﾝ方式単純桁

下 部 工 形 式 逆T式橋台、逆T張出式橋脚

所 在 地 上北郡東北町清水目深山地内 現地状況写真 損傷状況 損傷状況写真 国交省判定区分(Ⅰ～Ⅳ)

路 線 名 清水目平内線
5.0 3.04.0 3.5 5.0

床版 Ⅰ Ⅱ
基 礎 工 形 式 直接基礎

下部工構造 Ⅱ Ⅱ

主桁 Ⅱ Ⅲ
幅 員 （ 有 効 幅 員 ） 4.8m（4m）

径 間 数 3径間
横桁 Ⅰ Ⅰ

断面図

支承 Ⅱ Ⅱ

所見等
その他 Ⅲ

・主桁下面にシースに沿ったひび割れが確認されたことから、PC鋼材の腐食やPCグラウト充填不足が懸念されるため、これらについて
  詳細調査を実施した上で補修対策を講じるとともに、上縁定着部からの水分の供給を遮断するための床版防水工を施すことが望ましい。
  【詳細調査】

4.04.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

その他

橋台翼壁 支承（ゴム）
落橋防止

装置
沓座

モルタル
伸縮装置 防護柵主桁(PC) 横桁(PC) CO床版

橋脚（柱部・
梁部）

橋台胸壁 橋台竪壁

橋梁健全度 Ⅱ Ⅲ

番号 橋梁番号 橋梁名

県BMS
判定区分
(5.5～0.5)

下部工構造

橋梁諸元
前回点検

(2015)
4.0 4.0 4.0 4.0

5.0 5.05.0 5.0 5.0 5.0 5.0
42 408317901 岩

ガン

渡
ド

沢
サワ

大橋
オオハシ

本業務
(2020)

4.0

地覆 排水ます 排水管

路 線 名 塔ノ沢輝ヶ丘線

所 在 地 ( 自 ) 上北郡東北町大沢地内 現地状況写真 損傷状況 損傷状況写真 国交省判定区分(Ⅰ～Ⅳ)

5.0 5.0 4.0 5.0 5.04.0 4.0 4.0 5.0 5.0 5.0

Ⅰ
橋 長 160m

幅 員 （ 有 効 幅 員 ） 8.2m（7m）
横桁 Ⅰ Ⅰ

所 在 地 ( 至 ) 上北郡東北町岩渡沢地内

・主桁に、冬季の凍結融解によるはく離が確認された。
・コンクリート床版に、地覆との境界部からのひび割れ、遊離石灰の析出が確認された。
・橋台竪壁に浸入した漏水が冬季に凍結融解したことが原因と推察されるひび割れから遊離石灰の析出が確認された。

供 用 年 月 日 2005年

径 間 数 4径間

上 部 工 形 式 4径間連結ﾎﾟｽﾄﾃﾝｼｮﾝPCT桁

Ⅰ Ⅰ

断面図

支承 Ⅰ Ⅰ

所見等
その他 Ⅰ

・前回点検(2015年)と同様に損傷は軽微であるため経過観察とし、今後も点検、維持管理を実施することが望ましい。
橋梁健全度

床版 Ⅰ Ⅰ
下 部 工 形 式 逆T式橋台、壁式橋脚

基 礎 工 形 式 不明
下部工構造 Ⅰ Ⅰ

主桁 Ⅰ

点検年

部材

主桁(腐食)：3.0(Ⅱ)

床版(遊離石灰の析出)：2.5(Ⅱ)

橋台胸壁(はく離・鉄筋露出)：4.0(Ⅰ)

支承(腐食)：3.0(Ⅱ)

側面全景

正面全景

点検年

部材

主桁(遊離石灰の析出)：2.0(Ⅲ)

床版(遊離石灰の析出)：3.5(Ⅱ)

橋台竪壁(ひび割れ)：3.5(Ⅱ)

支承(変色・劣化)：3.5(Ⅱ)

側面全景

正面全景

点検年

部材

主桁(はく離)：4.0(Ⅰ)

床版(遊離石灰の析出)：4.0(Ⅰ)

橋台竪壁(遊離石灰の析出)：4.0(Ⅰ)

支承：潜伏期(Ⅰ)

側面全景

正面全景

950 2800 950

11
8
0

350

13
0

2000 2000 350

4700

800 3200 800

400

2
50

2000 2000 400

4800

端部 中間部

1100 6000 1100

600

2
50

3500 3500 600

8200～8800

※【　】内は変状の新規・進展に関する記載



２-４.点検結果一覧表 緑字：緊急措置段階(Ⅳ)　赤字：早期措置段階(Ⅲ)　青字：予防保全段階(Ⅱ)

不明

橋 長 5m
翼壁

側壁 Ⅲ Ⅲ

上 部 工 形 式

周辺地盤 Ⅰ

その他 Ⅱ

頂版に鉄筋露出、側壁にひび割れからの滲出が確認されたため、変状拡大を防止するため断面修復、ひび割れ補修を実施する必要がある。
橋梁健全度 Ⅲ Ⅲ

7.34m（6.8m）

RCボックスカルバート

下 部 工 形 式 -

所見等

基 礎 工 形 式 -

2020

1 408041401 第
ダイ

１花向橋
ハナムカイバシ

番号 橋梁番号 橋梁名
現地状況写真 損傷状況 損傷状況写真

2015 2020

2 408102201

径 間 数 1径間

所 在 地 ( 自 ) 上北郡東北町膳前地内

第一
ダイイチ

乙供
オットモ

橋
バシ

頂版 Ⅲ Ⅲ

橋梁諸元

路 線 名 乙供・兵助町線

所 在 地 ( 至 ) 上北郡東北町下笹橋地内
底版 Ⅰ

供 用 年 月 日

橋 長 4m

幅 員 （ 有 効 幅 員 ） 4.60m（4m）

径 間 数 1径間

上 部 工 形 式 RC桁橋

下 部 工 形 式

国交省判定区分(Ⅰ～Ⅳ)

床版 Ⅲ Ⅲ

下部工構造 Ⅲ Ⅲ

支承

基 礎 工 形 式 不明

主桁 Ⅲ Ⅲ

橋梁諸元

横桁 Ⅱ Ⅱ

2015

・主桁下面に、中性化による著しいはく離・鉄筋露出が確認された。
・横桁に、添架管接続部に施工時の削孔等が原因と推察される欠損が確認された。
・床版に、橋面水の浸入、地覆側面からの伝い水によるはく離・鉄筋露出が確認された。
・下部構造に、河川の流水や雨水が浸入し、冬季の凍結融解したことによるはく離が確認された。
・防護柵、地覆に、車両の衝突等が原因と推察される変形が確認された。
・舗装に、車両の通行等によるものと推察される舗装の異常が確認された。

所見等

・コンクリート部材に鉄筋の腐食を伴う著しいはく離・鉄筋露出が確認され、劣化因子の浸入による変状拡大の恐れがあるため、早期に
　断面修復及び、表面処理工を実施する必要がある。

番号 橋梁番号 橋梁名
現地状況写真 損傷状況 損傷状況写真 国交省判定区分(Ⅰ～Ⅳ)

・頂版の豆板箇所に、鉄筋露出が確認され、鉄筋の腐食も確認された。
・側壁に、広範囲のひび割れ、ひび割れからの滲出(水)が確認された。
・防護柵に、経年的な防食機能の劣化、腐食が確認された。
・地覆に、浸入した雨水の冬季の凍結融解によるスケーリング、はく離が確認された。

幅 員 （ 有 効 幅 員 ）

Ⅱその他

ⅢⅢ橋梁健全度

不明

路 線 名 414号線

所 在 地 上北郡東北町旭北一丁目

供 用 年 月 日 不明

主桁(はく離・鉄筋露出)：Ⅲ

床版(はく離・鉄筋露出)：Ⅲ

下部構造(はく離・鉄筋露出)：Ⅲ

支承：無し

側面全景

正面全景

頂版(はく離・鉄筋露出)：Ⅲ

側壁(ひび割れからの滲出)：Ⅲ

底版：Ⅰ

翼壁：無し

側面全景

正面全景

※【　】内は変状の新規・進展に関する記載



橋梁点検結果一覧表（道路橋定期点検要領）

Ⅲ 早期措置段階
構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき
状態。

Ⅳ 緊急措置段階
構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く、
緊急に措置を講ずべき状態。

区分 状態

Ⅰ 健全 構造物の機能に支障が生じていない状態。

Ⅱ 予防保全段階
構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を
講じることが望ましい状態。

2 408020201 ２０２号線橋 Ⅰ Ⅰ

翼壁
(下部構造)

周辺地盤
(支承)

その他 道路橋毎の健全度診断

1 408015601 大浦山橋 Ⅰ Ⅱ Ⅰ

番号 橋梁番号 橋梁名
頂版
(主桁)

側壁
(横桁)

底版
(床版)

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ 健全

Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ 予防保全段階

4 408020601 手長橋 Ⅰ Ⅰ

3 408020401 ２０４号線橋 Ⅱ Ⅰ

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ 健全

Ⅰ Ⅰ Ⅱ 予防保全段階Ⅰ

6 408021901 第2坂ノ下橋 Ⅱ

5 408021401 第1坂ノ下橋 Ⅱ Ⅰ

Ⅱ Ⅲ Ⅱ 予防保全段階

Ⅰ Ⅱ Ⅱ 予防保全段階Ⅰ

8 408024401 ２４４号線橋 Ⅰ Ⅰ

7 408022401 ２２４号線橋 Ⅱ

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ 健全

Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ 予防保全段階

10 408031201 リラ前橋 Ⅰ Ⅰ

9 408030101 駅東通橋 Ⅱ

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ 健全

Ⅱ Ⅱ Ⅱ 予防保全段階

12 408031401 ３１４号線橋 Ⅱ Ⅱ

11 408031301 ３１３号線橋 Ⅰ Ⅰ

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ 予防保全段階

Ⅰ Ⅰ Ⅰ 健全Ⅰ

14 408032001 ３２０号線橋 Ⅱ Ⅰ

13 408031901 ３１９号線橋 Ⅰ Ⅱ

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ 予防保全段階

Ⅰ Ⅱ Ⅱ 予防保全段階Ⅰ

16 408032301 ３２３号線橋 Ⅱ Ⅱ

15 408032101 ３２１号線橋 Ⅱ Ⅱ

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ 予防保全段階

Ⅰ Ⅰ Ⅱ 予防保全段階Ⅰ

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ 予防保全段階17 408034701 ３４７号線橋 Ⅱ Ⅱ Ⅰ

19 408040501 ４０５号線橋 Ⅱ

18 408040301 ４０３号線橋 Ⅱ

Ⅱ Ⅱ 予防保全段階

Ⅱ Ⅱ Ⅱ 予防保全段階

21 408041401 第1花向橋 Ⅲ Ⅱ

20 408041301 ４１３号線橋 Ⅱ Ⅰ

Ⅲ Ⅲ Ⅱ Ⅲ 早期措置段階

Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ 予防保全段階Ⅰ

23 408043001 旭町1号橋 Ⅱ Ⅰ

22 408041601 長沼1号橋 Ⅰ Ⅰ

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ 健全

Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ 健全Ⅰ



橋梁点検結果一覧表（道路橋定期点検要領）

Ⅲ 早期措置段階
構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき
状態。

Ⅳ 緊急措置段階
構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く、
緊急に措置を講ずべき状態。

区分 状態

Ⅰ 健全 構造物の機能に支障が生じていない状態。

Ⅱ 予防保全段階
構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を
講じることが望ましい状態。

翼壁
(下部構造)

周辺地盤
(支承)

その他 道路橋毎の健全度診断番号 橋梁番号 橋梁名
頂版
(主桁)

側壁
(横桁)

底版
(床版)

25 408043301 旭町3号橋 Ⅱ Ⅱ

24 408043201 旭町2号橋 Ⅰ Ⅰ

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ 予防保全段階

Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ 健全Ⅰ

27 408043701 旭橋 Ⅱ Ⅱ

26 408043401 旭町4号橋 Ⅰ Ⅰ

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ 予防保全段階

Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ 健全Ⅰ

29 408051401 ５１４号線橋 Ⅰ Ⅰ

28 408050301 第1蛯沢橋 Ⅱ Ⅱ

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ 健全

Ⅰ Ⅰ Ⅱ 予防保全段階Ⅰ

31 408101901 第二乙供橋 Ⅱ Ⅱ

30 408051901 ５１９号線橋 Ⅰ Ⅱ

Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ 予防保全段階

Ⅰ Ⅰ Ⅱ 予防保全段階Ⅰ

33 408102401 第二舟ヶ沢 Ⅱ Ⅱ

32 408102201 第一乙供橋 Ⅲ Ⅲ

Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ 予防保全段階

Ⅰ Ⅱ Ⅲ 早期措置段階Ⅰ

35 408200101 柵橋 Ⅰ Ⅰ

34 408102402 舟ヶ沢橋 Ⅱ

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ 健全

Ⅱ Ⅱ Ⅱ 予防保全段階

37 408201701 塔ノ沢橋 Ⅱ Ⅰ

36 408200201 美須々橋 Ⅱ Ⅱ

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ 予防保全段階

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ 予防保全段階Ⅰ

39 408301901 湯沢1号橋 Ⅱ

38 408202202 第二田ノ沢橋 Ⅰ Ⅱ

Ⅰ Ⅱ Ⅱ 予防保全段階

Ⅰ Ⅰ Ⅱ 予防保全段階Ⅰ

Ⅱ Ⅱ Ⅱ 予防保全段階40 408313301 鷲ノ沢橋 Ⅱ


